
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
労
資
関
係

　
－
産
業
報
国
会
史
論
ー

西
成
田

曲
旦

日本ファシズムと労資関係

　
目
次

　
は
じ
め
に

1
　
産
業
報
国
会
の
成
立
（
一
九
三
八
～
四
〇
年
）

　
一
　
単
位
産
業
報
国
会
の
結
成

　
二
　
道
府
県
産
業
報
国
聯
合
会
の
成
立
と
構
造

　
三
　
産
業
報
国
会
の
理
念
と
現
実

n
　
産
業
報
国
会
の
再
編
成
（
一
九
四
一
～
四
二
年
）

　
一
　
部
隊
組
織
化
と
生
産
力
増
強
運
動

　
二
　
単
位
産
業
報
国
会
の
再
編
成

　
三
　
労
働
者
抵
抗
の
拡
大

皿
　
産
業
報
国
会
の
機
能
喪
失
（
一
九
四
三
～
四
五
年
）
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一
　
ダ
イ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と
労
務
管
理
体
制

　
二
　
産
業
報
国
会
の
機
能
喪
失

　
三
　
労
働
争
議
の
展
開

W
　
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
労
働
支
配
－
結
び
に
代
え
て
ー

は
じ
め
に

　
本
稿
の
目
的
は
、
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
の
労
資
関
係
の
特
質
を
、
産
業
報
国
会
の
史
的
分
析
を
と
お
し
て
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
産

業
報
国
会
は
ド
イ
ッ
の
労
働
戦
線
（
信
任
者
評
議
会
）
や
イ
タ
リ
ア
の
協
調
組
合
と
な
ら
ぶ
フ
ァ
シ
ズ
ム
労
働
組
織
で
あ
り
、
労
資
懇
談
会

を
組
織
的
中
核
と
し
て
、
労
資
関
係
を
擬
似
共
同
体
的
に
編
成
す
る
機
構
的
な
役
割
を
担
っ
た
。
労
資
関
係
の
調
整
と
生
産
力
の
増
強
と

い
う
産
業
報
国
会
の
活
動
も
、
そ
の
擬
似
共
同
体
的
機
能
の
な
か
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
階
級
的
存
在
の
反
動
的
「
止
揚
」

に
よ
る
労
資
関
係
の
擬
似
共
同
体
的
編
成
と
い
う
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
労
資
関
係
の
特
徴
は
、
し
た
が
っ
て
日
本
の
ぱ
あ
い
、
こ
の
産
業
報

国
会
の
史
的
考
察
を
抜
き
に
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
産
業
報
国
会
に
か
ん
す
る
研
究
は
近
年
著
し
い
進
展
を
み
せ
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
も
、
す
で
に
十
指
に
余
る
研
究
が
発
表

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
簡
単
に
ふ
り
返
り
、
本
稿
の
課
題
と
視
角
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
産
業
報
国
会
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
大
河
内
一
男
で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
の
モ
チ
ー
フ
は
、
戦
時
期
の
産
業
報
国
会
が
戦
後
企

業
別
組
合
の
飛
躍
的
発
展
の
基
盤
を
提
供
し
た
と
い
う
、
両
者
の
歴
史
的
・
組
織
的
連
続
面
を
強
調
す
る
点
に
あ
っ
た
。
一
方
、
戦
時
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
お
け
る
産
業
報
国
会
の
衰
退
過
程
を
考
察
し
た
桜
林
誠
の
研
究
は
、
大
河
内
連
続
説
へ
の
批
判
的
性
格
を
有
し
て
い
る
。
近
年
の
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

報
国
会
の
研
究
は
、
氏
原
正
治
郎
・
萩
原
進
の
研
究
や
荒
川
章
二
の
研
究
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
時
下
な
い
し
戦
争
末
期
に
お
け
る
産
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業
報
国
会
の
形
骸
化
と
解
体
化
の
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
桜
林
説
を
支
持
・
補
強
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
私
も
基
本
的
に

こ
の
史
実
認
識
は
正
し
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
産
業
報
国
会
の
史
的
展
開
過
程
を
成
立
、
再
編
成
、
機
能
喪
失
の
三
つ
の
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

階
に
区
分
し
、
そ
の
推
転
を
規
定
し
た
要
因
を
視
野
に
収
め
つ
つ
動
態
的
な
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
近
年
の
産
業
報
国
会
の
研
究
史
を
ふ
り
返
っ
た
ば
あ
い
第
二
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
産
業
報
国
会
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
な
い
し
政
策
の

分
析
と
、
道
府
県
産
報
・
単
位
産
報
の
実
態
分
析
が
分
離
し
、
両
者
の
統
一
的
歴
史
像
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前
者
を
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

表
す
る
も
の
が
桜
林
誠
、
芳
井
幸
子
、
氏
原
正
治
郎
、
萩
原
進
の
研
究
で
あ
り
、
後
者
を
代
表
す
る
も
の
が
桜
林
誠
、
吉
田
健
二
．
塩
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

咲
子
、
荒
川
章
二
の
研
究
で
あ
る
が
、
道
府
県
レ
ヴ
ェ
ル
、
個
別
企
業
レ
ヴ
ェ
ル
の
産
業
報
国
会
の
本
格
的
な
実
証
分
析
は
著
し
く
立
遅

れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
本
稿
は
こ
う
し
た
研
究
の
現
状
を
ふ
ま
え
、
産
業
報
国
会
の
政
策
分
析
と
実
態
（
と
く
に
単
位

産
業
報
国
会
の
実
態
）
分
析
を
統
合
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
資
料
上
の
制
約
か
ら
、
さ
き
の
三

段
階
に
対
応
す
る
単
位
産
業
報
国
会
の
分
析
に
は
、
一
定
の
精
粗
が
あ
る
こ
と
を
、
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
従
来
の
産
業
報
国
会
の
研
究
史
で
第
三
に
注
目
さ
れ
る
点
は
、
塩
田
咲
子
の
研
究
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
産
業
報
国
会
の
労
働
争
議
防

遍
・
抑
圧
機
能
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
見
方
は
、
産
業
報
国
会
が
労
働
者
統
合
の
面
で
有
し
て
い
た
限
界

を
軽
視
す
る
こ
と
に
な
り
、
産
報
下
で
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
労
資
紛
争
を
視
野
か
ら
欠
落
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
さ
き
に
の
ぺ

た
産
業
報
国
会
の
史
的
展
開
過
程
で
労
資
の
対
抗
が
い
か
な
る
形
で
顕
現
す
る
か
、
い
わ
ば
産
業
報
国
会
が
内
蔵
し
た
矛
盾
の
存
在
形
態

に
注
目
し
つ
つ
考
察
を
す
す
め
る
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
産
業
報
国
会
に
よ
る
労
働
者
の
統
合
と
支
配
の
限
界
の
も
つ
歴
史
的
意
味
を

比
較
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
的
視
座
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
以
上
要
す
る
に
、
政
策
分
析
と
実
態
（
と
く
に
単
位
産
業
報
国
会
の
実
態
）
分
析
を
統
合
し
、
労
資
対
抗
の
矛
盾
の
存
在
形
態
に
注
目
し

つ
つ
、
産
業
報
国
会
の
段
階
的
推
転
過
程
を
究
明
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
課
題
で
あ
り
視
角
で
あ
る
。
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（
－
）
　
大
河
内
一
男
「
『
産
業
報
国
会
』
の
前
と
後
と
」
（
大
河
内
一
男
『
労
使
関
係
論
の
史
的
発
展
』
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
所
収
）
。

（
2
）
桜
林
誠
「
戦
時
日
本
の
労
資
協
議
制
ー
産
業
報
国
会
の
懇
談
会
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
上
智
経
済
論
集
』
第
一
八
巻
第
三
号
、
一
九
七
二
年
、

　
以
下
、
桜
林
第
一
論
文
と
記
す
）
、
同
「
単
位
産
業
報
国
会
の
組
織
と
機
能
－
住
友
電
気
工
業
産
報
の
懇
談
機
関
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
日
本
労
働

　
協
会
雑
誌
』
二
五
三
号
、
一
九
八
○
年
、
以
下
、
桜
林
第
二
論
文
と
記
す
）
、
同
「
単
位
産
業
報
国
会
と
懇
談
会
」
（
桜
林
誠
『
産
業
報
国
会
の
組
織

　
と
機
能
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
五
年
所
収
、
以
下
桜
林
第
三
論
文
と
記
す
）

（
3
）
　
桜
林
は
単
位
産
業
報
国
会
と
戦
後
企
業
別
組
合
の
接
続
の
あ
り
方
を
連
続
型
、
非
連
続
型
、
混
合
型
の
三
類
型
に
区
分
し
て
い
る
が
（
第
一
論

　
文
、
第
三
論
文
）
、
産
業
報
国
会
の
衰
退
過
程
を
追
究
し
た
氏
の
議
論
を
論
理
的
に
つ
き
つ
め
れ
ぱ
、
三
類
型
の
う
ち
非
連
続
型
が
強
調
さ
れ
ね
ば

　
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
4
）
　
氏
原
正
治
郎
．
萩
原
進
「
産
業
報
国
運
動
の
背
景
」
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
運
動
と
抵
抗
』
上
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九

　
年
）
。

（
5
）
　
荒
川
章
二
「
戦
時
下
の
労
働
者
統
合
－
八
幡
製
鉄
所
産
業
報
国
会
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
「
日
本
現
代
史
研
究
会
編
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
㈲
』
大

　
月
書
店
、
一
九
八
二
年
）
。

（
6
）
　
桜
林
第
一
、
第
二
論
文
も
産
業
報
国
会
の
史
的
展
開
過
程
を
生
成
、
再
編
、
衰
退
の
三
段
階
に
区
分
し
て
い
る
が
、
第
一
論
文
で
は
産
報
の
部

　
隊
組
織
化
（
一
九
四
一
年
八
月
）
を
衰
退
の
画
期
と
し
て
い
る
の
に
た
い
し
、
第
二
論
文
で
は
一
九
四
三
年
以
降
を
衰
退
期
と
す
る
な
ど
、
段
階
区

　
分
に
混
乱
が
み
ら
れ
る
。

（
7
）
桜
林
第
一
、
第
三
論
文
、
桜
林
「
大
日
本
産
業
報
国
会
と
都
道
府
県
産
業
報
国
会
」
（
桜
林
、
前
掲
書
、
所
収
）
、
芳
井
幸
子
「
産
業
報
国
運
動

　
1
そ
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
一
橋
論
叢
』
第
七
三
巻
第
二
号
、
一
九
七
五
年
）
、
同
「
産
業
報
国
会
」
（
木
坂
順
一
郎
編
『
体
系
・
日
本
現
代
史
』

　
第
三
巻
、
日
本
評
論
社
、
一
九
七
九
年
）
、
氏
原
・
萩
原
、
前
掲
論
文
、
萩
原
進
「
産
業
報
国
体
制
の
一
考
察
」
（
近
代
日
本
研
究
会
『
昭
和
期
の
社

　
会
運
動
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
。

（
8
）
桜
林
第
二
論
文
、
吉
田
健
二
・
塩
田
咲
子
「
埼
玉
県
産
業
報
国
会
1
そ
の
組
織
と
運
動
1
」
（
『
埼
玉
県
労
働
運
動
史
研
究
』
一
二
号
、
一
九
八

　
O
年
）
、
荒
川
、
前
掲
論
文
。

150



（
9
）
　
塩
田
咲
子
「
産
業
報
国
運
動
の
実
態
と
機
能
」
（
『
現
代
日
本
の
賃
金
問
題
』
社
会
政
策
学
会
年
報
第
二
六
集
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
二
年
）
。

1
産
業
報
国
会
の
成
立
（
一
九
三
八
年
ー
四
〇
年
）

単
位
産
業
報
国
会
の
結
成

日本ファシズムと労資関係

　
一
九
三
八
年
三
月
三
〇
日
、
協
調
会
時
局
対
策
委
員
会
の
「
労
資
関
係
調
整
方
策
」
（
以
下
、
「
調
整
方
策
」
と
記
す
）
が
発
表
さ
れ
て
、

産
業
報
国
運
動
が
発
足
し
た
。
こ
の
か
ん
の
経
緯
お
よ
び
「
調
整
方
策
」
が
産
業
労
働
界
に
あ
た
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
他
の
研
究
に

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
当
面
の
わ
れ
わ
れ
の
課
題
に
即
し
て
「
調
整
方
策
」
を
見
た
ば
あ
い
注
目
す
べ
き
点
は
、
労
資
関
係
の
指
導
精

神
を
普
及
宣
揚
す
る
の
諸
方
策
」
の
一
つ
に
「
既
存
の
機
関
例
へ
ぱ
健
康
保
険
組
合
、
共
済
会
、
安
全
委
員
会
、
工
場
委
員
会
等
を
有
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
事
業
場
に
於
て
は
、
此
等
の
機
関
を
利
用
し
、
漸
次
完
壁
を
期
す
る
こ
と
」
が
謳
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
年
八
月
二
四
日
、
厚

生
次
官
・
内
務
次
官
名
で
出
さ
れ
た
「
労
資
関
係
調
整
方
策
実
施
に
関
す
る
件
依
命
通
牒
」
で
も
同
じ
よ
う
に
、
事
業
揚
に
於
け
る
既
存

の
団
体
若
は
機
関
に
し
て
本
団
体
（
産
業
報
国
会
ー
引
用
者
注
）
と
精
神
機
能
を
同
じ
く
す
る
も
の
あ
る
揚
合
に
は
別
に
本
団
体
を
設
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
趣
旨
に
非
ざ
る
こ
と
」
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
政
府
、
協
調
会
は
、
既
存
の
企
業
内
団
体
で
産
報
精
神
を
体
現
し
た
も
の

を
産
業
報
国
会
に
代
替
す
る
と
い
う
方
針
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
事
実
、
主
要
な
大
企
業
に
お
い
て
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
設
立
さ
れ
活
動
を
続
け
て
き
た
各
種
の
企
業
内
団
体

や
組
織
を
形
式
的
に
統
合
す
る
か
た
ち
で
産
業
報
国
会
が
結
成
さ
れ
た
。

　
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
で
は
、
産
業
報
国
会
に
つ
い
て
の
方
針
を
検
討
し
た
第
二
五
回
中
央
労
務
会
（
一
九
三
八
年
九
月
）
に
お
い
て
、
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「
報
国
会
ノ
本
旨
ト
ス
ル
所
謂
労
資
一
体
、
産
業
報
国
ナ
ル
指
導
精
神
ハ
正
二
当
社
二
在
リ
テ
ハ
夙
二
確
立
セ
ル
事
業
方
針
」
で
あ
る
と

い
う
理
由
か
ら
次
の
よ
う
な
決
定
を
行
な
っ
た
。

　
「
現
在
ノ
工
揚
委
員
会
、
工
揚
団
体
其
ノ
他
報
国
会
ノ
内
容
タ
リ
得
ベ
キ
団
体
ハ
其
ノ
儘
ト
ス
、
之
等
ヲ
抱
擁
ス
ル
団
体
ヲ
形
式
上
造
リ
之
二
産
業
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
国
会
ナ
ル
名
称
ヲ
附
シ
、
其
ノ
内
容
タ
ル
各
機
関
ノ
実
際
運
用
ハ
従
来
通
ト
シ
、
更
二
新
二
職
員
ノ
意
思
疎
通
ヲ
設
ク
ル
」

　
産
業
報
国
会
の
構
成
団
体
は
職
員
懇
話
会
、
工
揚
委
員
会
、
工
場
団
体
、
安
全
委
員
会
、
銃
後
後
援
会
、
愛
国
公
債
応
募
貯
金
、
職
員

倶
楽
部
、
そ
の
他
（
長
崎
造
船
所
の
奉
仕
会
の
如
き
も
の
）
と
さ
れ
、
産
業
報
国
会
と
こ
れ
ら
構
成
団
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
中
央
労
務
会
は

さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　
「
e
報
国
会
ハ
其
ノ
内
容
タ
ル
各
団
体
ノ
綜
合
体
ナ
ル
モ
之
等
ノ
団
体
ヲ
直
接
指
揮
監
督
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
非
ズ
、
内
容
タ
ル
団
体
ハ
各
本
来
ノ
職
能
二

　
基
キ
独
自
ノ
活
動
ヲ
為
ス
ベ
ク
、
此
ノ
活
動
其
ノ
モ
ノ
ガ
即
チ
報
国
会
ノ
活
動
二
外
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
⇔
故
二
報
国
会
ガ
直
接
的
二
或
種
ノ
施
設
又
ハ
催
事
ヲ
行
フ
所
謂
実
行
的
職
能
ハ
附
与
サ
レ
ズ
…
…
」

　
以
上
の
よ
う
に
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
で
は
、
従
来
め
企
業
内
団
体
・
組
織
を
形
式
的
に
統
合
す
る
か
た
ち
で
産
業
報
国
会
が
発
足
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

た
の
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
工
揚
委
員
会
が
産
業
報
国
会
の
中
で
の
中
核
的
組
織
の
地
位
を
占
め
た
。

　
産
業
報
国
会
の
設
立
の
形
態
は
、
ほ
か
の
大
企
業
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
、
住
友
電
線
製
造
所
で
は
工
場
協
議
会
、
親
友
会
（
社
内
親
睦
団

体
）
、
健
康
保
健
組
合
、
在
郷
軍
人
会
、
修
養
団
支
部
な
ど
社
内
諸
団
体
の
事
業
を
継
承
し
、
こ
れ
を
統
一
す
る
か
た
ち
で
一
九
三
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
V

四
月
に
産
業
報
国
会
が
結
成
さ
れ
た
。
ま
た
日
本
製
鋼
所
室
蘭
製
作
所
で
も
一
九
三
九
年
二
月
日
本
製
鋼
所
産
業
報
国
会
鋼
友
会
室
蘭
支

部
が
結
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
従
来
の
労
務
委
員
会
、
懇
談
会
、
応
召
者
後
援
会
、
そ
の
他
各
種
の
福
利
施
設
機
関
は
鋼
友
会
室
蘭
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

部
の
一
部
会
と
し
て
統
合
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
大
企
業
に
お
け
る
産
業
報
国
会
の
設
立
形
態
で
や
や
趣
を
異
に
す
る
の
は
日
本
製
鉄
株
式
会
社
の
事
例
で
あ
ろ
う
。
同
社
は
一
九
三
八
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（
9
）

年
七
月
早
々
、
本
社
内
で
産
業
報
国
運
動
の
研
究
を
開
始
し
、
八
月
に
は
ひ
と
つ
の
成
案
を
得
た
。
そ
れ
は
、
「
委
員
会
式
産
業
報
国
会
」

を
組
織
し
、
そ
の
「
中
心
生
命
」
で
あ
る
「
労
資
ノ
完
全
ナ
ル
融
合
ヲ
期
ス
ル
」
た
め
に
既
存
の
懇
談
会
（
工
揚
委
員
会
）
を
再
編
．
改
組

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
再
編
・
改
組
の
要
点
は
、
「
開
催
ノ
度
数
ハ
出
来
ル
限
リ
瀕
繁
ニ
ス
ル
コ
ト
」
、
「
労
働
組
合
ノ
闘
争

手
段
二
利
用
サ
レ
」
が
ち
な
雇
傭
条
件
に
懇
談
事
項
を
限
定
せ
ず
、
「
各
自
ノ
修
養
二
関
ス
ル
コ
ト
、
国
策
順
応
二
関
ス
ル
コ
ト
、
生
活

改
善
二
関
ス
ル
コ
ト
、
保
健
衛
生
二
関
ス
ル
コ
ト
」
に
ま
で
懇
談
事
項
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
、
職
揚
を
「
懇
談
会
ノ
基
礎
単
位
ト
シ

テ
最
モ
重
キ
ヲ
置
」
き
、
部
所
お
よ
び
全
所
の
懇
談
機
関
の
規
模
を
現
在
の
三
分
の
一
程
度
に
縮
小
す
る
こ
と
、
懇
談
会
員
数
を
増
加
す

　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

る
こ
と
等
で
あ
っ
た
。
総
じ
て
、
職
揚
レ
ヴ
ェ
ル
の
懇
談
機
能
を
拡
大
す
る
一
方
、
職
揚
横
断
的
な
活
動
の
活
性
化
を
促
す
よ
う
な
部

所
・
全
所
レ
ヴ
ェ
ル
の
懇
談
機
能
を
縮
小
し
、
労
働
者
を
分
割
支
配
す
る
こ
と
に
再
編
案
の
中
心
的
な
眼
目
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
こ
の
再
編
案
は
一
九
三
〇
年
代
後
半
ま
で
存
続
し
た
日
鉄
内
の
労
働
運
動
へ
の
対
抗
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
じ
じ
つ
、

労
働
運
動
の
拠
点
経
営
で
あ
っ
た
八
幡
製
鉄
所
の
産
業
報
国
会
は
ほ
ぼ
こ
の
再
編
案
の
線
に
沿
っ
て
成
立
す
る
（
一
九
三
九
年
四
月
）
こ

　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
大
企
業
に
お
け
る
産
業
報
国
会
の
設
立
形
態
を
検
討
し
て
き
た
が
、
日
鉄
の
よ
う
に
企
業
内
労
働
運
動
が
三
〇
年
代
後
半
ま
で

存
続
し
た
大
企
業
に
お
い
て
は
、
産
業
報
国
会
の
結
成
は
工
場
委
員
会
組
織
の
一
定
の
修
正
・
再
編
を
伴
な
っ
た
も
の
の
、
労
働
運
動
を

企
業
外
に
排
除
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
多
く
の
大
企
業
に
お
い
て
は
、
産
業
報
国
会
は
工
揚
委
員
会
な
ど
企
業
内
の
団
体
や
組
織
を

形
式
的
に
統
合
す
る
か
た
ち
で
結
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
形
式
的
統
合
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
別
稿
で

明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
、
産
報
型
懇
談
会
へ
の
接
近
と
い
う
、
一
九
三
〇
年
代
（
「
満
州
事
変
」
期
）
に
お
け
る
工
揚
委
員
会
の
変
容
過
程

　
　
　
（
1
2
）

が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
他
方
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
産
業
報
国
会
の
結
成
に
、
警
察
が
一
貫
し
て
主
導
的
役
割
を
は
た
し
た
。
尚
口
田
山
県
で
は
一
九
三
八
年
一
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一
月
五
日
、
富
山
県
警
察
部
長
よ
り
県
下
各
警
察
署
長
宛
に
、
従
業
員
一
〇
〇
人
以
上
の
工
揚
に
た
い
し
「
産
業
報
国
会
設
置
ノ
積
極
的

指
導
勧
奨
」
を
も
と
め
た
「
産
業
報
国
会
結
成
勧
奨
方
二
関
ス
ル
件
」
が
出
さ
れ
、
翌
三
九
年
六
月
二
三
日
に
は
同
じ
く
警
察
部
長
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

各
警
察
署
長
宛
に
「
小
規
模
工
場
、
事
業
揚
二
対
ス
ル
産
業
報
国
会
設
立
勧
奨
方
ノ
件
」
が
発
せ
ら
れ
た
。
京
都
府
に
お
い
て
も
一
九
三

九
年
七
月
一
七
日
、
警
察
部
長
名
を
も
っ
て
各
管
下
警
察
署
長
宛
に
、
職
工
三
〇
人
以
下
の
工
場
に
た
い
し
産
業
報
国
会
の
結
成
を
勧
奨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
餌
）

す
る
通
牒
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
も
注
目
す
ぺ
き
は
、
産
業
報
国
会
結
成
の
勧
奨
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
運
営
と
く
に
産
報
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て
も
警
察
が
指

導
的
役
割
を
は
た
し
た
こ
と
で
あ
る
。
げ
ん
に
富
山
県
で
は
、
一
九
三
九
年
三
月
二
七
日
警
察
部
長
名
を
も
っ
て
「
産
業
報
国
会
ノ
懇
談

会
開
催
方
二
関
ス
ル
件
」
が
出
さ
れ
、
「
本
運
動
（
産
報
運
動
－
引
用
者
注
）
二
於
ケ
ル
労
資
意
思
疎
通
ノ
為
二
行
フ
懇
談
会
ハ
運
動
ノ
主

流
ト
ナ
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
ガ
指
導
ニ
ハ
格
段
ノ
努
カ
ヲ
致
サ
レ
度
…
…
（
懇
談
会
－
引
用
者
注
）
開
催
ノ
当
日
ハ
必
要
ア
ル
ト
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ハ
署
員
ヲ
派
シ
テ
指
導
」
す
る
よ
う
、
県
下
各
警
察
署
長
に
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
京
都
府
に
お
い
て
も
、
警
察
部
労
政
課
が
産
業
報
国

会
の
結
成
勧
奨
な
ら
ぴ
に
運
営
に
か
ん
す
る
指
導
に
あ
た
り
、
特
別
高
等
警
察
課
は
こ
れ
に
協
力
す
る
一
方
、
委
員
会
、
懇
談
会
の
内
面

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

的
視
察
指
導
に
あ
た
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
中
小
企
業
の
労
資
関
係
に
た
い
す
る
国
家
権
力
の
介
入
度
は
大
企
業
と
く
ら
べ
て
著
し
く
大
き
か
っ
た
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
7
）

こ
の
差
が
前
段
階
（
「
満
州
事
変
」
期
）
に
お
け
る
大
企
業
と
中
小
企
業
の
労
資
関
係
の
構
造
的
な
差
異
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
次
に
、
上
述
の
よ
う
な
経
過
で
設
立
さ
れ
た
産
業
報
国
会
の
中
核
的
組
織
で
あ
る
懇
談
会
の
構
造
と
機
能
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

と
に
し
よ
う
。

　
ま
ず
表
－
よ
り
懇
談
会
の
労
働
者
委
員
選
出
方
法
を
み
る
と
、
小
企
業
ほ
ど
「
全
員
指
名
」
の
比
重
が
高
く
、
大
企
業
ほ
ど
「
全
員
推
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　　　　表1産業報国会懇談会の工員委員選出方法（1940年9月）

規模別調査数全員指名全員互選稗名需霧員耀その他

　50人以下　　　154　　　93　　　23　　　　7　　　27　　　4

　100人以下　　　222　　108　　　36　　　24　　　50　　　4

　300人以下　　　351　　171　　　56　　　41　　　82　　　1

　500人以下　　　127　　　55　　　20　　　18　　　26　　　8

1000人以下　　　123　　　52　　　23　　　11　　　35　　　2

3000人以下　　　122　　　45　　　21　　　20　　　32　　　4

5000人以下　　　26　　　3　　　　8　　　　7　　　　8　　　－

10000人以下　　　16　　　3　　　　2　　　　2　　　　8　　　1

10000人以上　　　10　　　2　　　　3　　　　1　　　　4　　　一

　　計1，15153219213127224
資料：厚生省労働局労政課r産業報国会ノ組織活動状況調（其ノー）」1940年9月

薦
指
名
」
（
労
働
者
が
推
薦
し
た
者
の
中
か
ら
経
営
側
が
指
名
）
の
比
重
が
高
い
こ
と

が
わ
か
る
。
一
九
二
〇
年
代
の
工
揚
委
員
会
制
の
支
配
的
な
委
員
選
出
方
法
で
あ

っ
た
「
全
員
互
選
」
（
ー
選
挙
制
）
は
、
巨
大
企
業
で
や
や
比
重
が
高
い
も
の
の
、

全
体
の
一
六
・
七
％
に
す
ぎ
な
い
。

　
他
方
、
会
議
の
開
催
度
数
を
み
る
と
、
一
九
三
九
年
七
月
の
七
〇
〇
事
業
揚
八

○
○
懇
談
会
に
つ
い
て
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
月
一
回
四
三
九
（
五
五
％
）
、
年
二
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）

八
三
（
一
〇
％
）
、
随
時
七
四
（
九
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
年
一
、
二
回
の
開

催
が
一
般
的
で
あ
っ
た
一
九
二
〇
年
代
の
工
揚
委
員
会
制
と
は
明
ら
か
な
違
い
を

み
せ
て
い
る
。

　
以
上
要
す
る
に
、
一
九
三
〇
年
代
の
変
容
し
つ
つ
あ
る
工
揚
委
員
会
制
を
継
承

し
た
一
部
の
大
企
業
産
報
を
の
ぞ
け
ば
、
新
設
さ
れ
た
産
報
懇
談
会
は
そ
の
組
織

と
運
営
に
お
い
て
一
九
二
〇
年
代
の
工
場
委
員
会
制
と
は
明
確
な
差
異
を
有
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
三
菱
重
工
業
長
崎
造
船
所
の
一
事
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
産
報
懇
談
会
の

議
題
項
目
別
件
数
を
み
る
と
（
表
2
）
、
戦
時
期
に
入
っ
て
議
題
件
数
が
大
幅
に

減
少
し
懇
談
機
能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
議
題
項
目
の
内
容
に
一
歩
立
ち
入
っ
て
み
る
と
、
e
雇
用
・
賃
金
手
当
・
労
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　　表2　三菱長崎造船所工揚委員会の議題項目別件数

題項目　ll31雪il39舞碧惰ll40皆㌢41管議

工揚委員会・工揚団体　　一　　 一　　 一　　 一　　　1
雇用・賃金手当・労働時間　　6　　　5　　　3　　　10　　　4

作業・作業能率・安全　　5　　5　　3　　6　　9

賞　与・懲　戒　2　12　5　3　7
福利厚生・保健衛生　87　　25　　30　　18　　20
　　　（内，社倉関係）　　　　　（2）　　（2）　　（12）　　（9）　　（1）

戦時態勢一　7　－　1　一
そ　の　他6　2－　2　2　　　　　計10862434649資料：三菱造船株式会社総務課『工場委員会議案集』（第5期分）・三菱重工業株式会社畏崎造船所『工場

　　委員会議事録調第37一第40回より作成。

働
時
間
に
か
ん
す
る
項
目
、
目
賞
与
・
懲
戒
に
か
ん
す
る
項
目
、
匂
社
倉
（
物
品

販
売
所
）
に
か
ん
す
る
項
目
が
件
数
な
い
し
そ
の
相
対
的
比
重
を
増
大
さ
せ
て
い

る
。
項
目
e
の
増
大
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
変
容
し
つ
つ
あ
る
工
揚
委
員
会
制
が

賃
金
・
労
働
時
間
な
ど
の
基
本
的
労
働
条
件
に
か
ん
す
る
事
項
を
排
除
す
る
傾
向

に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
き
わ
め
て
特
異
な
現
象
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

そ
の
議
題
の
多
く
は
家
族
手
当
の
支
給
を
要
望
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
項
目
ω
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

は
皆
勤
賞
与
、
永
年
勤
続
者
に
た
い
す
る
年
功
賞
与
を
要
望
す
る
議
題
が
多
く
、

項
目
9
⑲
の
増
大
は
総
じ
て
、
賃
金
の
国
家
統
制
（
一
九
三
九
年
一
〇
月
賃
金
臨

時
措
置
令
、
一
九
四
〇
年
一
〇
月
賃
金
統
制
令
改
正
）
が
す
す
む
な
か
で
付
加
的

諸
給
付
を
求
め
る
労
働
者
の
要
求
の
増
大
を
反
映
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
項
目
国
も
戦
時
下
の
高
物
価
の
も
と
で
物
品
の
廉
売
を
求
め
る
労
働
者
の

要
求
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
三
菱
重
工
業
長
崎
造
船
所
の
産
報
下
の
工
揚
委
員
会
は
、
労

資
の
懇
談
機
能
を
衰
退
さ
せ
つ
つ
も
、
賃
金
統
制
と
高
物
価
に
よ
る
労
働
者
の
不

満
の
増
大
を
あ
る
程
度
解
決
し
調
整
す
る
機
能
を
は
た
し
て
い
た
。
か
か
る
機
能

を
は
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
報
下
の
工
揚
委
員
会
は
労
資
関
係
の
擬
似
共
同
体

的
編
成
を
実
体
化
す
る
機
構
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
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二
　
道
府
県
産
業
報
国
聯
合
会
の
成
立
と
構
造

日本ファシズムと労資関係

　
一
九
三
九
年
四
月
二
八
日
、
厚
生
次
官
・
内
務
次
官
名
で
「
産
業
報
国
聯
合
会
ノ
設
置
二
関
ス
ル
件
依
命
通
牒
」
が
、
ま
た
、
厚
生
省

労
働
局
長
・
内
務
省
警
保
局
長
名
で
「
産
業
報
国
聯
合
会
設
置
要
綱
二
関
ス
ル
件
」
が
出
さ
れ
、
政
府
は
産
業
報
国
会
の
道
府
県
聯
合
会

お
よ
ぴ
地
域
別
聯
合
会
の
設
置
に
乗
り
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
民
間
運
動
的
性
格
が
強
か
っ
た
産
報
運
動
に
た
い
す
る
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

府
の
主
導
権
が
確
立
す
る
が
、
そ
の
か
ん
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の
研
究
に
譲
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
次
の
点
に
注
目
し
て
お
き

た
い
。
す
な
わ
ち
、
厚
生
省
労
働
局
長
・
内
務
省
警
保
局
長
名
の
「
産
業
報
国
聯
合
会
設
置
要
綱
」
に
は
「
工
場
協
会
ト
ノ
関
係
」
と
し

て
、
「
産
業
報
国
聯
合
会
ハ
エ
揚
協
会
（
工
揚
懇
話
会
、
工
業
会
等
ヲ
含
ム
）
ト
ハ
別
個
二
設
置
シ
テ
連
絡
提
携
ヲ
図
ル
ト
共
二
本
聯
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

会
ノ
充
実
発
展
二
伴
ヒ
漸
次
工
揚
協
会
ヲ
之
二
統
合
ス
ル
コ
ト
」
と
指
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
工
場
協
会
や
工
場
懇
話
会
は
第
一
次

大
戦
後
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
工
場
法
施
行
へ
の
協
力
や
労
働
問
題
の
調
査
・
研
究
を
主
目
的
と
し
て
各
地
に
結
成
さ
れ
た
経
営

　
　
　
　
　
（
2
3
）

者
団
体
で
あ
る
が
、
そ
の
産
業
報
国
聯
合
会
へ
の
組
織
的
統
合
方
針
が
こ
こ
に
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
産
業
報
国
聯
合
会

の
結
成
過
程
で
こ
の
種
の
経
営
者
団
体
は
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
は
た
す
。
以
下
、
そ
の
具
体
的
事
例
と
し
て
富
山
県
と
京
都
府
に
お

け
る
産
業
報
国
聯
合
会
の
成
立
過
程
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
（
2
4
）

　
富
山
県
で
は
、
労
務
管
理
の
研
究
調
査
と
そ
の
向
上
拡
充
を
目
的
と
し
て
一
九
三
九
年
三
月
六
日
、
繊
維
工
業
の
労
務
管
理
者
が
中
心

と
な
ワ
て
「
繊
労
倶
楽
部
」
が
結
成
さ
れ
、
同
年
五
月
二
六
日
に
は
金
属
化
学
工
業
の
労
務
管
理
者
と
富
山
県
工
揚
協
会
聯
合
会
の
幹
事

が
中
心
と
な
っ
て
「
富
山
労
務
研
究
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
同
年
七
月
二
九
日
に
は
地
元
有
力
大
企
業
の
代
表
者
が
中
心
と
な
っ
て
「
富

山
県
産
業
報
国
聯
合
会
組
織
準
備
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
る
が
、
同
委
員
会
は
「
繊
労
倶
楽
部
」
と
「
富
山
労
務
研
究
会
」
幹
事
総
会
の

決
議
を
経
て
「
富
山
県
産
業
報
国
聯
合
会
組
織
準
備
委
員
会
案
」
を
作
成
し
、
警
察
署
管
轄
地
域
ご
と
に
地
方
産
業
報
国
聯
合
会
を
設
置
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す
る
こ
と
、
富
山
県
工
場
協
会
聯
合
会
を
直
ち
に
統
合
す
る
こ
と
な
ど
、
聯
合
会
の
組
織
方
法
の
基
本
線
を
確
認
し
た
。
翌
一
九
四
〇
年

一
月
一
九
日
に
は
地
元
有
力
大
企
業
の
代
表
と
警
察
官
僚
が
中
心
と
な
っ
て
「
富
山
県
産
業
報
国
聯
合
会
組
織
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
、

三
月
六
日
の
第
二
回
委
員
会
に
お
い
て
「
地
方
産
業
報
国
聯
合
会
設
置
要
綱
」
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
警
察
署
長
を
名
誉
会
長
と
し

警
察
署
管
轄
地
域
．
こ
と
に
地
方
産
業
報
国
聯
合
会
を
設
置
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
富
山
県
工
揚
協
会
聯
合
会
は
、
同
年
三

月
一
八
日
の
理
事
会
お
よ
ぴ
評
議
委
員
会
で
、
聯
合
会
の
解
散
と
、
そ
の
重
要
財
産
を
富
山
県
産
業
報
国
聯
合
会
に
寄
付
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
こ
う
し
て
同
年
三
月
二
二
日
、
富
山
県
産
業
報
国
聯
合
会
が
結
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
と
き
ま
で
に
一
七
の
地
方
産
業

報
国
聯
合
会
が
設
立
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
会
長
の
多
く
に
は
元
工
揚
協
会
々
長
が
就
任
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
京
都
府
で
は
、
一
九
三
九
年
一
一
月
九
日
の
管
下
警
察
署
長
会
議
に
お
い
て
各
警
察
管
区
別
に
従
来
の
工
業
会
を
改
組
し
て
産
業
報
国

聯
合
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
、
聯
合
会
結
成
の
動
き
が
台
頭
し
た
。
同
年
二
一
月
一
九
日
に
は
警
察
部
長
を
会
長
と
す
る
京
都

府
産
業
報
国
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
翌
四
〇
年
二
月
一
四
日
の
第
一
回
協
議
会
で
は
「
産
業
報
国
聯
合
会
設
置
二
関
ス
ル
件
」
が
協

議
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
同
年
二
月
一
七
日
園
部
警
察
署
管
内
に
園
部
産
業
報
国
聯
合
会
が
設
置
さ
れ
た
の
を
嘱
矢
と
し
て
、
四
月
六
日

ま
で
に
全
管
内
二
六
の
地
域
に
警
察
署
長
を
会
長
と
す
る
地
域
別
産
業
報
国
聯
合
会
が
設
置
さ
れ
た
。
京
都
府
産
業
報
国
連
絡
協
議
会
は

さ
ら
に
四
月
二
日
「
京
都
府
産
業
報
国
聯
合
会
設
置
二
関
ス
ル
件
」
を
協
議
し
、
結
成
式
挙
行
の
大
綱
を
決
定
、
四
月
八
日
こ
こ
に
京
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

府
産
業
報
国
聯
合
会
が
結
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
以
上
、
二
つ
の
府
県
産
業
報
国
聯
合
会
の
結
成
過
程
を
み
た
が
、
富
山
県
で
は
経
済
界
の
主
導
性
が
つ
よ
く
、
京
都
府
で
は
警
察
官
僚

の
主
導
性
が
つ
よ
い
と
い
う
相
違
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
両
府
県
産
報
聯
と
も
工
揚
協
会
や
工
業
会
を
改
組
す
る
か
た
ち
で
警
察
管
区
別

に
結
成
さ
れ
た
地
域
別
産
業
報
国
聯
合
会
を
傘
下
に
擁
し
、
工
揚
協
会
聯
合
会
な
ど
府
県
レ
ヴ
ェ
ル
の
経
営
者
団
体
を
組
織
的
に
吸
収
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
過
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
道
府
県
産
業
報
国
聯
合
会
は
、
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（
2
8
）

官
僚
主
導
下
の
官
財
複
合
組
織
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
り
、
労
働
側
の
利
益
代
表
者
は
そ
の
中
に
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
、
道
府
県
産
報
聯
が
官
僚
主
導
下
の
官
財
複
合
組
織
と
い
っ
て
も
、
役
員
の
構
成
を
み
る
と
、
工
業
府
県
（
東
京
、
神
奈
川
、
愛

知
、
大
阪
、
兵
庫
、
福
岡
）
で
は
民
間
大
企
業
代
表
者
の
比
重
が
高
く
、
農
村
県
で
は
官
僚
の
比
重
が
高
い
と
い
う
地
域
的
差
異
が
存
在
し

　
（
2
9
V

て
い
た
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

三
　
産
業
報
国
運
動
の
理
念
と
現
実

日本ファシズムと労資関係

　
O
理
念
　
以
上
、
単
位
産
報
と
都
道
府
県
産
業
報
国
会
の
結
成
過
程
を
考
察
し
た
が
、
で
は
、
そ
れ
ら
の
結
成
を
促
し
た
産
業
報
国
運

動
に
は
ど
の
よ
う
な
理
念
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
そ
の
理
念
の
構
造
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

「
労
資
一
体
．
産
業
報
国
」
の
精
神
は
「
日
本
の
労
資
関
係
を
規
制
す
べ
き
根
本
の
基
調
」
で
あ
り
、
産
業
報
国
運
動
の
中
核
的
理
念
で

あ
っ
た
。
「
労
資
一
体
」
は
、
労
資
の
利
害
相
克
関
係
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
単
に
労
資
の
利
害
一
致
を
強
調
す
る
思

想
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
「
労
資
関
係
の
本
質
を
か
か
る
偶
然
的
功
利
的
な
関
係
と
し
て
見
る
こ
と
は
で
き
」
ず
、
「
事
業
は
事
業
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

従
業
者
各
自
の
職
分
に
依
っ
て
結
ば
れ
た
る
有
機
的
倫
理
的
な
協
同
体
で
あ
る
こ
と
を
本
質
と
す
る
」
か
ら
で
あ
る
。
労
資
関
係
を
こ
の

よ
う
に
有
機
的
倫
理
的
協
同
体
と
し
て
把
握
す
る
、
そ
の
根
底
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
君
万
民
の
家
族
国
家
観
が
存
在
し
て
い
た
。

　
「
将
来
の
日
本
は
・
…
・
，
国
民
勤
労
協
同
体
と
し
て
組
立
て
う
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
官
吏
も
、
軍
人
も
、
『
労
働
者
』
も
資
本
家
も
『
勤
労
国
民
』
と
し

　
て
の
資
格
、
即
ち
、
天
皇
陛
下
の
赤
子
た
る
点
に
於
い
て
は
平
等
で
あ
つ
て
、
た
だ
臣
民
と
し
て
お
上
に
尽
す
役
割
、
職
分
に
お
い
て
千
差
万
別
と
な

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
V

　
る
の
み
で
あ
る
。
カ
く
て
日
本
は
真
に
、
一
君
万
民
の
一
大
家
族
国
家
と
し
て
立
つ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
」

　
他
方
「
産
業
報
国
」
は
、
産
業
の
国
家
的
使
命
を
強
調
し
、
産
業
を
と
お
し
て
皇
運
の
扶
翼
を
は
か
る
思
想
で
あ
っ
た
。
か
か
る
思
想

の
背
景
に
は
、
個
人
の
発
展
が
即
国
家
の
発
展
と
な
り
、
「
個
々
の
事
業
者
間
の
自
由
競
争
の
み
が
国
家
産
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
観
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（
3
3
）

た
自
由
放
任
主
義
の
思
想
は
皇
道
産
業
の
指
導
原
理
で
は
な
い
」
と
い
う
主
張
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
由
放
任
主
義
を
否
認
す
る
観
念

が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
系
論
で
、
「
産
業
報
国
運
動
は
…
…
労
資
間
に
お
け
る
自
由
放
任
主
義
と
も
云
ふ
ぺ
き
階
級
闘
争
の
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
糾
）

念
を
根
本
的
に
排
斥
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
要
す
る
に
、
産
業
報
国
運
動
の
中
核
的
理
念
は
、
一
君
万
民
の
家
族
国
家
観
に
支
え
ら
れ
た
「
有
機
的
倫
理
的
協
同
体
」
と
し
て

の
労
資
一
体
の
思
想
と
、
自
由
放
任
主
義
（
そ
の
労
資
関
係
に
お
け
る
発
現
形
態
と
し
て
の
階
級
闘
争
主
義
）
を
否
認
し
産
業
を
と
お
し

て
皇
運
の
扶
翼
を
は
か
る
産
業
報
国
思
想
の
、
こ
の
両
者
の
独
特
の
結
合
態
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
国
家
主
義
理
念
の
も

と
で
、
労
資
関
係
を
擬
似
共
同
体
的
に
編
成
す
る
機
構
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
産
業
報
国
懇
談
会
で
あ

　
（
3
5
）
っ
た
。

　
⑭
現
実
　
で
は
、
右
に
み
た
よ
う
な
構
造
を
有
す
る
産
業
報
国
運
動
の
理
念
は
、
ど
の
程
度
労
働
者
の
精
神
の
内
面
に
受
容
さ
れ
、
そ

の
行
動
を
規
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
の
労
働
者
意
識
を
示
す
資
料
は
皆
無
に
ひ
と
し
い
が
、
つ
ぎ
に
掲
げ
る
日
鉄
八
幡
製
鉄

所
の
従
業
員
に
か
ん
す
る
報
告
は
、
こ
の
時
期
の
労
働
者
意
識
の
一
端
を
示
す
資
料
と
し
て
興
味
深
い
。

　
「
一
般
の
従
業
員
は
…
－
産
業
報
国
会
が
出
来
よ
う
が
出
来
ま
い
が
、
何
の
興
味
を
も
有
た
ぬ
の
で
あ
る
。
関
心
を
持
つ
て
ゐ
る
の
は
極
め
て
一
部
の

　
者
、
例
へ
ば
役
員
に
選
ば
れ
た
者
、
運
動
競
技
の
選
手
な
ど
で
会
の
催
し
に
参
加
す
る
者
だ
け
な
の
で
あ
る
。
産
業
報
国
会
は
昨
年
四
月
設
立
さ
れ
て

　
既
に
一
年
半
を
経
過
し
た
が
そ
の
設
立
の
趣
旨
は
一
向
に
滲
透
し
て
居
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
…
…
一
般
従
業
員
が
何
故
に
左
様
に
此
の
運
動
に
理
解
が
な

　
く
、
関
心
が
な
い
か
。
そ
の
e
は
、
従
業
員
一
般
の
行
動
の
基
底
た
る
思
想
が
尚
大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
頭
に
か
け
て
の
階
級
闘
争
に
依
つ
て
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
V

　
階
級
の
地
位
待
遇
の
向
上
を
獲
得
し
た
甘
夢
か
ら
完
全
に
脱
却
し
切
つ
て
居
な
い
こ
と
で
あ
る
」

　
日
鉄
八
幡
製
鉄
所
が
一
九
三
〇
年
代
後
半
ま
で
労
働
運
動
が
存
続
し
た
特
殊
な
大
経
営
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
右
に
記
さ
れ
た

労
働
者
の
意
識
動
向
を
安
易
に
一
般
化
す
る
こ
と
は
慎
ま
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
し
既
述
の
よ
う
に
、
大
企
業
産
報
の
多
く
が
既
存
の
企
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表3労働者50人以上の工場・鉱山
　　における労働移動率　　　　（％）

年　　次　　工　　揚　　鉱　　山

　1937　　　　　　　47．4　　　　　　　72．4

　　38　　　　　　　　52．9　　　　　　　80．0

　　39　　　　　　　　58．8　　　　　　　78．5

　　40　　　　　　　61．6　　　　　　　93．4・

　　41　　　　　　　50．4　　　　　　　93，6

資料：厚生省調r五十人以上ノ労働者ヲ使用スル

　工場鉱山二於ケル労働者移動状況調』（国家

　総動員審議会『重要毒業場労務管理令案要網

　関係魯類』）

注：1941年の工場労働者の移動率は1－3月の移

動率を年率に換算したもの。

　同じく鉱山労働者の移動率は1－4月の移動
率を年率に換算。

藩
轟

業
内
団
体
や
組
織
を
形
式
的
に
統
合
す
る
か
た
ち
で
発
足
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
労
働
者
の
意
識
の
国
家
主
義
的
な
変
革
を
う
な
が
す
よ
う
な
産
報
思
想
の
受

容
は
、
と
く
に
大
企
業
労
働
者
に
と
っ
て
そ
れ
程
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
は
す
ぐ

に
想
像
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。
鐘
紡
産
業
報
国
会
の
会
長
が
鐘
紡
東
京
工
揚
の
労
働

者
の
動
向
に
つ
い
て
「
産
報
会
ノ
結
成
後
モ
施
設
二
変
化
ガ
ナ
イ
ノ
デ
女
子
労
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

者
ノ
間
二
産
報
運
動
二
対
ス
ル
認
識
ガ
殆
ン
ド
無
イ
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
こ

の
点
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
お
そ
ら
く
、
こ
う
し
た
労
働
者
意
識
が
ひ
と
つ
の
背
景
と
な
っ
て
、
労
働
需
給
が

逼
迫
し
た
一
九
三
九
～
四
〇
年
に
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
産
業
報
国
運
動
が
展
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表5過去6ヶ月間の雇入労務者の前職または世帯

　　主職業の構成（1940年9月末現在，工業部門）

耀軽難塁　前職ア・レ者　前職ナキ者

総　 数1，192，859（100．0）522，375（100．0）

事務従業者　　39，804（3．3）　20，236（3．9）

技術職員　20，280（1．7）　5，199（1，0）

工　業628，483（52．7）165，946（31，8）

鉱　業16，104（1．4）3，513（0。7）
商　業68，438（5．7）30，946（5．9）
運輸通信業　　16，994（1．4）　4，333（0．8）

家事使用人　　27，642（2．3）　14，743（2．8）

農　業195，404（16．4）109，090（20．9）

水産業 27，575（2．3）5．505（1．1）

その他の職業　　115，269（9．7）　44，932（8．6）

無業及ぴ不明　　36，866（3．1）　117，932（22．6）

資料＝厚生省職業局『第二回労務動態調査結果報告』（昭和15年9月末現在）

　　　　表6工業被雇用者の長期欠勤率

年　月被礪者数長期轡者数（瑚／㈲

1939年12月末　　5，249，677　　144，994　　2．8

　40年9月末　　 5，399，022　　　719，284　　13．3

　41年3月末　　5，485，897　　419，139　　7，6

　41年9月末　　 5，460，282　　　485，964　　　8，9

　42年3月末　　5，517，719　　552，716　　10．0

　42年9月末　　5，544，235　　547，615　　9，9

　43年3月末　　5，704，320　　596，207　　10．5

資料＝厚生省動労局『労務動態調査結果報告』第1回一第7回

開
し
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
労
働
移
動
が
激
化

し
た
。
表
3
、
表
4
は
こ

れ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
労
働
移
動
の
激

化
は
、
「
工
揚
、
事
業
揚
二

於
ケ
ル
退
職
者
ノ
帰
趨
状

況
ヲ
見
ル
ニ
退
職
者
ノ
内

二
割
ガ
帰
農
シ
、
六
割
五

分
ガ
他
ノ
工
場
、
事
業
揚

二
移
動
シ
、
一
割
五
分
ガ

他
二
転
業
ス
ル
ト
謂
フ
状

　
　
（
3
8
）

況
ニ
ア
ル
」
と
い
う
政
府

162

の
指
摘
が
示
す
よ
う
に
、
工
業
部
門
内
の
横
断
的
移
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
雇
入
労
働
者
の
前
職
を
示

し
た
表
5
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
前
職
ア
ル
者
」
の
内
、
工
業
が
全
体
の
過
半
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
と
比
べ

れ
ば
第
一
次
・
第
三
次
産
業
部
門
か
ら
の
雇
入
れ
は
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

　
上
述
の
よ
う
な
労
働
者
の
移
動
の
頻
発
は
、
「
収
入
ノ
寡
少
ト
云
フ
ガ
如
キ
物
質
的
待
遇
問
題
ヨ
リ
モ
寧
・
指
導
力
ノ
如
何
特
二
精
神

的
感
情
問
題
即
チ
之
等
工
員
ト
、
之
ト
日
常
直
接
接
触
シ
其
ノ
指
導
監
督
ノ
地
位
二
在
ル
役
付
工
員
及
現
揚
職
員
間
ノ
感
情
ノ
如
何
二
帰
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（
3
9
）

ス
ル
所
多
キ
ガ
如
シ
」
と
い
う
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
の
状
況
が
示
す
よ
う
に
、
労
務
管
理
を
め
ぐ
る
労
資
関
係
の
摩
擦
が
一
つ
の
引
き

金
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
労
務
管
理
上
の
問
題
は
、
他
方
、
長
期
欠
勤
率
の
上
昇
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
（
表
6
）
。
も
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

ろ
ん
、
こ
の
長
期
欠
勤
者
の
な
か
に
は
公
傷
、
疾
病
等
に
よ
る
欠
勤
者
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
（
そ
の
内
訳
は
不
明
）
、
い

ず
れ
に
せ
よ
労
務
管
理
が
有
効
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
一
証
左
と
み
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
労
働
者
の
意
識
、
移
動
、
欠
勤
の
状
況
を
検
討
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
労
資
一
体
の
「
有
機
的
倫
理
的
協
同
体
」
の

理
念
と
は
お
よ
そ
か
け
離
れ
た
現
実
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
産
業
報
国
運
動
の
理
念
と
、
労
働
者
の
意
識
・
存
在
と

の
あ
い
だ
に
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
し
て
い
た
。
労
資
関
係
を
擬
似
共
同
体
に
編
成
し
、
そ
の
狭
い
ミ
ク
・
の
「
共
同
体
」
世
界
の

な
か
に
労
働
者
を
閉
じ
込
め
る
こ
と
に
は
、
産
報
運
動
は
い
ま
だ
成
功
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（（（（（（（（（（（（121110987654321
））））））））））））

芳
井
幸
子
、
前
掲
「
産
業
報
国
運
動
i
そ
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
な
ど
参
照
。

神
田
文
人
編
『
資
料
日
本
現
代
史
七
　
産
業
報
国
運
動
』
大
月
書
店
、
一
九
八
一
年
（
以
下
『
資
料
』
と
記
す
）
、
一
六
頁
。

同
上
、
四
五
頁
。

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
『
第
二
十
五
回
中
央
労
務
会
議
事
録
』
一
九
三
八
年
九
月
、
二
八
－
二
九
頁
。

同
上
、
附
録
C
。

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
長
崎
造
船
所
『
第
三
十
七
回
工
揚
委
員
会
議
事
録
』
一
九
三
九
年
一
一
月
、
二
頁
。

住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
『
住
友
電
工
労
政
史
』
一
九
七
〇
年
、
四
六
頁
。

株
式
会
社
日
本
製
鋼
所
室
蘭
製
作
所
『
鋼
の
友
』
第
一
八
七
号
、
一
九
三
九
年
二
月
二
七
日
。

荒
川
章
二
、
前
掲
論
文
、
一
一
〇
頁
。

「
産
業
報
国
懇
談
会
起
案
要
旨
」
（
日
本
製
鉄
株
式
会
社
産
業
報
国
会
資
料
）
。

荒
川
章
二
、
前
掲
論
文
、
参
照
。

西
成
田
豊
「
満
州
事
変
期
の
労
資
関
係
」
（
一
橋
大
学
研
究
年
報
『
経
済
学
研
究
』
二
六
号
、
一
九
八
五
年
）
参
照
。
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（
1
3
）

（
N
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
娼
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
飢
）

（
2
2
）

（
2
3
）

　
二
月

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

　
（
産
業
報
国
聯
盟
資
料
「
道
府
県
産
業
報
国
聯
合
会
役
員
調
」
）
。

（
2
7
）
　
同
様
の
こ
と
は
埼
玉
県
産
業
報
国
聯
合
会
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
る
が
、
詳
し
く
は
吉
田
健
二
・
塩
田
咲
子
、
前
掲
論
文
、
参
照
。

（
2
8
）
都
道
府
県
産
業
報
国
聯
合
会
の
役
員
は
制
度
上
は
「
産
業
報
国
会
関
係
者
で
あ
れ
ば
各
産
業
報
国
会
の
会
長
、
顧
問
、
役
員
、
一
般
職
員
労
務

　
者
等
其
の
資
絡
の
何
た
る
を
問
ふ
処
で
は
な
」
か
っ
た
も
の
の
、
「
報
国
会
々
員
の
多
数
が
一
般
労
務
者
た
る
事
実
に
鑑
み
、
労
務
者
指
導
に
適
す

　
る
役
員
の
相
当
数
存
在
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
」
と
さ
れ
て
い
た
（
厚
生
省
労
働
局
『
産
業
報
国
運
動
要
綱
』
一
九
三
九
年
一
一
月
、
四
七
ー
四
八

　
頁
。

富
山
県
産
業
報
国
聯
合
会
『
富
山
県
産
業
報
国
運
動
史
』
一
九
四
〇
年
、
一
九
頁
、
三
八
⊥
二
九
頁
。

『
産
業
報
国
』
第
一
一
号
、
一
九
三
九
年
八
月
一
五
日
。

前
掲
『
富
山
県
産
業
報
国
運
動
史
』
五
三
頁
。

京
都
府
『
京
都
府
管
下
に
於
け
る
産
業
報
国
運
動
経
過
概
要
』
一
九
四
〇
年
三
月
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
）
、
三
－
四
頁
。

西
成
田
、
前
掲
論
文
、
参
照
。

産
業
報
国
聯
盟
『
産
業
報
国
会
に
於
け
る
懇
談
会
の
運
営
（
共
一
）
』
一
九
三
九
年
七
月
、
一
二
頁
。

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
長
崎
造
船
所
『
工
揚
委
員
会
議
事
録
』
第
三
七
回
－
第
四
〇
回
、
一
九
三
九
年
一
一
月
～
一
九
四
一
年
五
月
。

同
上
。

桜
林
誠
第
一
論
文
、
芳
井
幸
子
、
前
掲
「
産
業
報
国
会
」
な
ど
参
照
。

『
資
料
』
八
九
頁
。

協
調
会
『
本
邦
鉱
工
業
懇
話
会
概
要
』
一
九
二
五
年
、
東
京
工
揚
協
会
『
東
京
工
揚
協
会
創
立
経
過
及
事
業
概
況
』
一
九
三
〇
年
自
七
月
至
一

、
参
照
。

以
下
の
叙
述
は
、
前
掲
『
富
山
県
産
業
報
国
運
動
史
』
一
四
五
－
二
一
六
頁
に
よ
る
。

以
下
の
叙
述
は
、
『
赤
松
前
知
事
・
川
西
知
事
事
務
引
継
演
説
書
』
昭
和
一
五
年
四
月
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
）
に
よ
る
。

右
の
資
料
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
京
都
府
産
業
報
国
聯
合
会
は
工
業
会
な
ど
「
類
似
団
体
」
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る

164



日本ファシズムと労資関係

（
2
9
）
　
前
掲
「
道
府
県
産
業
報
国
聯
合
会
役
員
調
」
。

（
3
0
）
　
産
業
報
国
聯
盟
『
産
業
報
国
運
動
に
就
て
』
一
九
四
〇
年
、
二
八
頁
。

（
3
1
）
　
同
上
、
三
一
ー
三
二
頁
。

（
3
2
）
産
業
報
国
聯
盟
『
労
働
者
と
産
業
報
国
運
動
』
一
九
三
八
年
＝
一
月
、
一
四
－
一
五
頁
、
原
文
ル
ビ
付
き
。

（
3
3
）
　
前
掲
『
産
業
報
国
運
動
に
就
て
』
二
九
頁
。

（
3
4
）
　
同
上
、
三
〇
頁
。

（
3
5
）
　
同
上
、
三
五
頁
参
照
。

（
3
6
）
　
日
本
製
鉄
株
式
会
社
「
八
幡
出
張
資
料
」
昭
和
一
五
年
一
一
月
十
七
日
－
二
四
日
。

（
3
7
）
　
大
日
本
産
業
報
国
会
錬
成
局
普
及
部
「
鐘
紡
東
京
工
場
二
於
ヶ
ル
産
報
運
営
現
地
相
談
会
記
録
」
一
九
四
一
年
八
月
一
八
日
。

（
3
8
）
　
『
労
働
行
政
事
務
打
合
会
議
資
料
』
一
九
四
一
年
七
月
（
労
働
省
所
蔵
）
。

（
3
9
）
　
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
『
第
二
十
九
回
中
央
労
務
会
議
事
録
』
一
九
四
〇
年
七
月
、
二
頁
。

（
4
0
）
　
一
九
三
九
年
下
期
の
日
本
製
鋼
所
室
蘭
製
作
所
の
欠
勤
率
は
二
一
T
O
％
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
訳
は
公
傷
欠
勤
率
一
・
二
％
、
事
故
欠
勤
率

　
一
・
三
％
、
疾
病
欠
勤
率
五
・
一
％
、
無
届
欠
勤
率
五
・
四
％
で
あ
っ
た
（
株
式
会
社
日
本
製
鋼
所
『
陸
軍
視
察
団
二
対
ス
ル
御
報
告
資
料
』
一
九

　
三
九
年
一
二
月
一
〇
日
）
。

H
　
産
業
報
国
会
の
再
編
成
（
一
九
四
一
ー
四
二
年
）

部
隊
組
織
化
と
生
産
力
増
強
運
動

一
九
四
〇
年
一
一
月
二
三
日
の
大
日
本
産
業
報
国
会
創
立
の
背
景
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

前
節
で
み
た
よ
う
な
間
題
が
伏
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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実
際
、
大
日
本
産
業
報
国
会
の
創
立
以
降
、
産
業
報
国
会
を
強
化
・
再
編
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
の
施
策
が
登
揚
し
て
く
る
。
ま
ず
一
九
四
一

年
三
月
三
日
厚
生
省
労
働
局
長
か
ら
庁
府
県
長
官
宛
に
「
産
業
報
国
青
年
隊
結
成
二
関
ス
ル
件
依
命
通
牒
」
が
発
せ
ら
れ
、
「
二
五
歳
以

下
ノ
男
子
会
員
五
〇
人
以
上
ヲ
有
ス
ル
単
位
産
業
報
国
会
二
在
リ
テ
ハ
右
会
員
ヲ
以
テ
産
業
報
国
青
年
隊
ヲ
組
織
ス
ル
コ
ト
」
が
指
示
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
V

れ
、
産
業
報
国
青
年
隊
は
「
産
業
報
国
運
動
ノ
推
進
力
ト
シ
テ
」
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
戦
時
期
の
労
働
者
の
急
増
に
よ
っ
て
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

対
的
比
重
を
高
め
つ
つ
あ
っ
た
若
年
層
を
産
報
の
組
織
的
中
核
隊
と
し
て
掌
握
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
同
年
八
月
一
八
日
に
は
、
厚
生
省
労
働
局
長
・
内
務
省
警
保
局
長
か
ら
庁
府
県
長
官
宛
に
「
工
揚
事
業
揚
二
於
ケ
ル
産
業
報
国

会
ノ
組
織
整
備
二
関
ス
ル
件
」
が
出
さ
れ
、
単
位
産
業
報
国
会
ノ
基
本
組
織
ハ
部
隊
組
織
ト
シ
エ
揚
又
ハ
事
業
揚
ノ
部
門
別
二
其
ノ
職
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ノ
区
分
二
即
シ
段
階
的
二
之
ヲ
編
成
シ
各
職
場
別
二
最
下
部
単
位
ト
シ
テ
五
人
組
制
ヲ
置
ク
コ
ト
」
が
指
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
最
下
部

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

組
織
と
し
て
五
人
組
制
を
設
け
、
職
制
機
構
の
縦
の
系
列
に
沿
っ
て
産
報
を
部
隊
組
織
に
編
成
し
、
「
産
報
と
職
制
の
一
体
化
」
を
ね
ら

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
伴
な
い
懇
談
機
関
に
つ
い
て
も
、
「
基
本
組
織
ノ
必
要
ナ
ル
段
階
二
当
該
指
揮
者
ヲ
座
長
ト
ス
ル
懇
談
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
V

関
ヲ
置
ク
コ
ト
」
「
懇
談
機
関
ハ
懇
談
会
及
組
常
会
」
と
さ
れ
、
五
人
組
制
に
対
応
す
る
組
常
会
を
最
下
部
懇
談
機
関
と
し
、
各
級
部
隊

組
織
に
対
応
す
る
懇
談
機
関
を
重
畳
的
に
編
成
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
産
業
報
国
会
の
部
隊
組
織
的
編
成
は
、
新
た
な
活
動
方
針
の
樹
立
と
む
す
ぴ
つ
い
て
い
た
。
同
年
九
月
、
大
日
本
産
業
報
国

会
は
「
産
業
報
国
運
動
の
新
目
標
」
を
発
表
し
、
「
勤
労
秩
序
確
立
」
、
「
勤
労
総
動
員
」
、
「
生
産
増
強
」
を
三
大
目
標
と
し
て
設
定
、
「
殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

二
勤
労
秩
序
の
確
立
が
根
幹
前
提
」
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
勤
労
秩
序
確
立
の
為
の
組
織
整
備
」
と
し

て
産
報
の
部
隊
組
織
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
「
従
来
の
産
業
報
国
会
は
…
…
労
資
調
整
的
機
能
を
司
れ
る
に
過
ぎ

な
い
も
の
が
大
部
分
な
の
で
あ
り
…
…
従
っ
て
会
の
組
織
は
事
業
揚
の
生
産
組
織
と
遊
離
し
、
全
会
員
を
し
て
そ
の
勤
労
総
力
を
職
揚
に

注
ぎ
生
産
活
動
に
挺
身
せ
し
む
る
に
は
程
遠
い
憾
が
あ
る
」
、
「
従
前
の
懇
談
会
が
兎
も
す
れ
ば
、
待
遇
福
利
間
題
を
主
体
と
し
労
資
調
整
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（
9
）

機
能
を
司
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
を
改
め
之
を
部
隊
組
織
の
補
助
機
関
と
し
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
反
省
が
な
さ
れ
て
い
る

点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
産
報
の
部
隊
組
織
化
の
背
景
に
は
職
揚
秩
序
の
動
揺
・
混
乱
↓
生
産
減
退
と
い
う
現
実
が
存
在
し
て
い

た
の
で
あ
り
、
部
隊
組
織
的
編
成
は
し
た
が
っ
て
、
産
業
報
国
会
を
懇
談
会
中
心
の
労
資
関
係
調
整
組
織
か
ら
、
職
制
機
構
と
一
体
と
な

っ
た
生
産
力
増
強
組
織
へ
と
再
編
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
産
業
報
国
会
の
再
編
成
は
、
労
資
関
係
の
擬
似
共
同
体
的
編
成
の
内

部
に
階
層
的
秩
序
を
導
入
し
た
と
い
う
点
で
、
一
君
万
民
の
家
族
国
家
観
に
支
え
ら
れ
た
「
有
機
的
倫
理
的
協
同
体
」
と
し
て
の
労
資
一

体
の
思
想
の
微
妙
な
変
容
を
含
ん
で
い
た
。

　
上
述
の
よ
う
に
、
産
業
報
国
会
は
職
制
機
構
と
一
体
と
な
っ
た
生
産
力
増
強
組
織
へ
と
再
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

と
も
な
い
大
日
本
産
業
報
国
会
の
中
心
的
活
動
も
生
産
力
増
強
運
動
の
全
国
的
組
織
化
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
職
揚
ノ
規
律
確

立
運
動
」
、
「
皆
勤
実
行
運
動
」
、
「
機
械
実
働
率
増
進
運
動
」
を
内
容
と
す
る
「
生
産
力
増
強
第
一
期
運
動
」
（
一
九
四
二
年
一
月
一
日
～
三
月

三
一
日
）
や
、
「
生
産
力
増
強
総
進
軍
運
動
」
（
一
九
四
二
年
一
二
月
八
日
～
一
九
四
三
年
二
月
一
五
日
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
ま
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
V

の
運
動
の
内
容
に
つ
い
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ
解
説
を
加
え
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
一
つ
注
目
し
て
お
き
た
い
点
は
こ
れ
ら
の
運
動

が
総
じ
て
精
神
運
動
的
性
格
を
つ
よ
く
帯
ぴ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
じ
じ
つ
、
「
機
械
実
働
率
増
進
運
動
」
一
つ
と
っ
て
も
、
運
動
要
綱

で
は
作
業
の
中
断
に
よ
る
機
械
停
止
の
原
因
を
取
り
の
除
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
技
術
的
合
理
化
（
ゲ
ー
ジ
に
よ
る
寸
法
測
定
の
正
確
化
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

簡
易
化
、
治
具
・
専
門
取
付
具
の
整
備
、
刃
物
・
工
具
の
標
準
化
、
作
業
の
専
門
化
な
ど
）
が
構
想
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
結
果
は
、
「
本
運

動
ハ
確
カ
ニ
大
ナ
ル
効
果
ガ
ア
ツ
タ
コ
ト
ヲ
認
メ
ル
。
併
シ
テ
其
ノ
効
果
ハ
従
業
員
ノ
覚
醒
二
基
ク
モ
ノ
ガ
多
ク
技
術
的
二
各
種
ノ
改
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

方
策
ヲ
立
テ
実
行
シ
テ
成
績
ヲ
挙
ゲ
得
タ
モ
ノ
ハ
少
イ
」
と
い
う
東
京
産
業
報
国
会
の
報
告
が
示
す
よ
う
に
、
労
働
者
の
精
神
的
緊
張
を

促
し
た
程
度
で
あ
っ
た
。
機
械
工
業
の
労
働
の
基
本
形
態
が
依
然
と
し
て
手
工
的
性
格
を
残
し
て
い
る
と
い
う
当
時
の
生
産
技
術
水
準
の
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も
と
で
は
、
「
機
械
実
働
率
増
進
運
動
」
は
労
働
者
の
主
体
的
労
働
意
欲
を
引
き
出
し
組
織
化
す
る
精
神
運
動
的
色
彩
を
必
然
的
に
帯
ぴ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
　
単
位
産
業
報
国
会
の
再
編
成

　
工
揚
委
員
会
な
ど
企
業
内
の
団
体
や
組
織
を
形
式
的
に
統
合
す
る
か
た
ち
で
結
成
さ
れ
た
大
企
業
の
単
位
産
業
報
国
会
は
、
上
述
の
よ

う
な
産
業
報
国
会
の
再
編
成
策
を
契
機
と
し
て
、
あ
る
い
は
み
ず
か
ら
の
独
自
の
判
断
で
、
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
編
成
替
を
と
げ
て
い
っ
た
。

　
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
で
は
、
一
九
四
一
年
四
月
に
開
か
れ
た
第
三
〇
回
中
央
労
務
会
に
お
い
て
「
産
業
報
国
会
整
備
試
案
」
を
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

し
、
産
業
報
国
会
の
全
面
的
な
再
編
成
の
検
討
に
入
っ
た
。
同
試
案
が
整
備
の
理
由
と
し
て
「
当
社
産
報
会
ハ
我
国
産
報
運
動
…
…
二
処

ス
ル
便
法
的
手
段
ト
シ
テ
設
ケ
タ
ル
謂
ハ
バ
看
板
式
二
過
ギ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
然
ル
ニ
本
運
動
ノ
基
礎
愈
強
化
サ
レ
閣
議
決
定
ノ
『
勤
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
耳
）

新
体
制
』
ノ
一
内
容
ヲ
為
ス
ニ
至
レ
ル
ニ
鑑
ミ
鼓
二
組
織
ヲ
整
備
シ
之
二
即
応
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
の
ぺ
て
い
る
よ
う
に
、
「
勤
労

新
体
制
確
立
要
綱
」
（
一
九
四
〇
年
一
一
月
）
に
即
応
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
産
業
報
国
会
再
編
成
の
目
的
で
あ
っ
た
。
整
備
試
案
に
よ
れ

ば
、
再
編
成
後
の
産
業
報
国
会
は
、
職
員
懇
談
会
、
工
場
懇
談
会
、
職
域
懇
談
会
を
包
含
し
た
懇
談
会
組
織
と
、
錬
成
部
、
厚
生
部
、
体

育
部
で
構
成
さ
れ
た
事
業
部
の
二
つ
の
組
織
を
両
翼
と
し
、
こ
れ
を
会
長
の
最
高
諮
問
機
関
で
あ
る
評
議
員
会
が
総
合
統
制
す
る
と
い
う

構
造
を
有
し
て
い
た
。
工
揚
委
員
会
を
工
揚
懇
談
会
に
改
組
す
る
こ
と
、
事
業
部
を
設
け
て
産
業
報
国
会
の
独
自
の
活
動
を
重
視
す
る
こ

と
が
整
備
試
案
の
中
心
的
眼
目
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
第
三
〇
回
中
央
労
務
会
で
は
右
の
整
備
試
案
は
決
定
を
み
ず
議
論
は
も
ち
越
さ
れ
た
が
、
同
年
七
月
の
第
三
一
回
中
央
労
務
会
で
は
、

工
揚
委
員
会
の
工
揚
懇
談
会
へ
の
再
編
・
改
組
だ
け
が
切
り
離
さ
れ
て
決
定
さ
れ
た
。
「
最
近
ノ
逼
迫
セ
ル
臨
戦
体
制
下
二
在
リ
テ
ハ
、

従
来
ノ
工
揚
委
員
会
制
ハ
最
早
ヤ
カ
弱
ク
且
ツ
適
当
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ァ
リ
…
（
中
略
）
…
元
来
委
員
会
制
ハ
自
由
主
義
的
ナ
協
調
機
関
ト
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シ
テ
制
定
育
成
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
衆
心
一
体
、
生
産
カ
ノ
増
強
ヲ
目
的
ト
セ
ル
現
在
ノ
産
報
機
関
タ
ル
ニ
ハ
其
ノ
根
本
精
神
二
於

　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

テ
大
ナ
ル
距
離
ア
リ
」
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
工
揚
懇
談
会
へ
の
改
組
の
内
容
を
み
る
と
、
ま
ず
附
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
「
規
定
ト
シ
テ
ノ
表
現
方
法
ハ
大
体
委
員
会
ノ
モ
ノ
ト
変

リ
ナ
キ
モ
、
其
ノ
内
容
ト
シ
テ
実
際
二
盛
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ハ
常
二
産
報
精
神
ヨ
リ
逸
脱
セ
ザ
ル
様
指
導
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
さ
れ
、
産

業
報
国
精
神
に
合
致
す
る
範
囲
内
に
附
議
事
項
が
限
定
さ
れ
た
。
ま
た
委
員
の
選
出
方
法
は
指
名
制
に
変
わ
り
、
職
揚
内
二
在
リ
テ
将
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
∬
）

指
導
者
タ
ル
ニ
適
当
ト
認
ム
ル
者
ヲ
人
選
ス
ル
様
留
意
ノ
コ
ト
」
と
指
示
さ
れ
た
。
他
方
懇
談
方
法
に
つ
い
て
は
、
「
懇
談
ハ
臨
戦
体
制

ト
シ
テ
職
域
ノ
部
面
即
チ
作
業
能
カ
ノ
増
強
二
重
点
ヲ
置
ク
コ
ト
」
、
「
議
題
多
キ
ヲ
以
テ
尚
シ
ト
セ
ズ
其
ノ
質
如
何
ニ
ア
リ
揚
合
二
依
リ

テ
ハ
諮
問
案
ノ
、
・
・
ニ
テ
モ
可
ナ
ラ
ン
」
と
さ
れ
た
。
以
上
要
す
る
に
、
工
場
懇
談
会
は
「
特
二
上
意
下
達
二
重
点
ヲ
置
キ
会
社
蚊
二
時
局

精
神
ノ
普
及
機
関
タ
ル
ト
共
二
従
業
員
ノ
錬
成
機
関
タ
ラ
シ
メ
、
以
テ
所
長
又
ハ
エ
場
長
ヲ
中
心
二
帰
一
ス
ル
現
揚
ノ
大
ナ
ル
推
進
的
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

動
カ
タ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
工
揚
懇
談
会
へ
の
改
組
は
、
労
働
者
の
自
発
性
を
抑
圧
し
工
場
委
員
会
を
権
威
主
義
的
（
身
分
階
統
的
）
に
再
編
成
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
生
産
増
強
の
た
め
の
精
神
動
員
機
関
と
化
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
改
組
の
な
か
に
早
く
も

産
報
の
部
隊
組
織
化
の
方
針
と
同
様
の
精
神
・
理
念
が
貫
徹
し
て
い
る
の
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
（
旧
住
友
電
線
製
造
所
）
に
お
い
て
も
、
一
九
四
一
年
か
ら
四
二
年
に
か
け
て
産
業
報
国
会
の
改
組
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
同
社
で
は
一
九
四
一
年
一
〇
月
、
臨
時
工
揚
協
議
会
と
親
友
会
の
役
員
会
が
開
か
れ
、
両
組
織
を
解
散
し
て
産
業
報
国
会
へ

統
合
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
同
年
一
一
月
に
開
か
れ
た
親
友
会
の
役
員
会
は
こ
れ
を
う
け
て
、
産
業
報
国
会
規
約
案
を
審
議
し
、
こ
れ

を
採
択
し
た
。
同
規
約
案
に
よ
る
産
業
報
国
会
改
組
の
主
眼
点
は
、
産
業
報
国
会
の
基
本
組
織
に
職
制
機
構
の
縦
の
系
列
に
沿
っ
た
指
揮

系
統
を
導
入
す
る
こ
と
、
多
数
決
原
理
に
も
と
づ
く
決
議
機
関
を
廃
止
し
、
会
長
の
下
に
事
業
局
を
お
き
指
導
者
原
理
に
も
と
づ
く
会
の
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懲
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H
麟
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”
診
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嶺

露
識
章
畿
嶺

郵
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矯
掌
一
『
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田
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団
黄
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繋
卜
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鑑
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運
営
を
図
る
こ
と
、
「
労
資
対
立
し
た
る
も
の
が
互
に
協
調
す
る
の
精
神
」
に
立
脚
し
た
工
揚
協
議
会
を
廃
止
し
、
「
従
業
員
渾
然
一
体
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

と
な
っ
た
懇
談
会
を
新
設
す
る
こ
と
、
以
上
の
三
点
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
ま
た
産
報
の
部
隊
組
織
化
の
方
針
と
同
じ
精
神
・
理
念
が
貰

か
れ
て
い
る
の
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
同
社
は
、
翌
一
九
四
二
年
三
月
、
旧
来
の
企
業
内
諸
団
体
を
廃
止
し
て
新
た
な

産
業
報
国
会
の
結
成
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
日
本
製
鋼
所
広
島
製
作
所
に
お
い
て
は
、
産
業
報
国
会
の
部
隊
組
織
的
編
成
は
よ
り
直
裁
な
か
た
ち
で
実
現
し
た
。
同
所
は
一
九
四
二

年
五
月
、
日
本
製
鋼
所
産
業
報
国
鋼
友
会
広
島
支
部
を
日
本
製
鋼
所
広
島
製
作
所
産
業
報
国
会
と
改
称
、
新
た
に
事
務
局
規
程
と
懇
談
会
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規
程
を
制
定
し
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
産
業
報
国
会
は
部
隊
組
織
的
に
編
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
職
制
の
ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
現

業
部
長
、
工
場
長
、
技
師
、
技
師
補
、
組
長
が
そ
れ
ぞ
れ
産
業
報
国
会
の
部
隊
長
、
大
隊
長
、
中
隊
長
、
小
隊
長
、
分
隊
長
を
兼
務
す
る

　
　
　
　
　
（
2
0
）

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
懇
談
会
も
再
編
成
さ
れ
、
部
隊
組
織
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
、
表
7
の
よ
う
な
構
成
を
と
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
二
社
一
事
業
所
の
産
業
報
国
会
の
再
編
・
改
組
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
企
業
内
の
団
体
や
組
織
を
形
式
的
に
統
合
す
る
か
た

ち
で
、
い
わ
ば
多
元
的
な
構
成
を
と
っ
て
発
足
し
た
大
企
業
の
産
業
報
国
会
が
当
該
期
に
一
元
的
組
織
に
再
編
・
統
合
さ
れ
、
懇
談
会
も

権
威
主
義
的
（
身
分
階
統
的
）
な
い
し
部
隊
組
織
的
な
原
理
を
と
り
入
れ
た
組
織
に
変
貌
を
と
げ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
労

資
関
係
の
理
念
に
即
し
て
い
え
ば
、
既
に
若
干
ふ
れ
た
よ
う
に
、
一
君
万
民
的
な
労
資
一
体
の
思
想
か
ら
、
権
威
主
義
的
な
階
層
秩
序
の

観
念
を
と
り
入
れ
た
労
資
一
体
の
思
想
へ
の
微
妙
な
変
容
を
含
ん
で
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

三
　
労
働
者
抵
抗
の
拡
大

日本ファシズムと労資関係

　
産
報
の
部
隊
組
織
化
の
背
景
に
職
揚
秩
序
の
動
揺
・
混
乱
が
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
そ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
の
形
態
を
と
っ
た
こ
の

時
期
の
労
働
者
の
反
抗
の
拡
大
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
二
月
の
従
業
者
移
動
防
止
令
、
一
九
四
一
年
三
月
の
国
民

労
務
手
帳
法
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
一
連
の
労
働
市
揚
統
制
策
は
た
し
か
に
労
働
移
動
を
抑
制
し
た
も
の
の
（
表
4
参
照
）
、
賃
金
・
物

価
統
制
下
で
の
闇
物
価
の
高
騰
に
よ
る
生
活
不
安
の
増
大
を
労
働
移
動
に
よ
っ
て
緩
和
す
る
こ
と
を
困
難
な
ら
し
め
、
労
働
者
の
不
満
を

職
揚
内
に
封
じ
込
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
労
働
者
の
不
満
は
一
九
四
二
年
に
入
る
と
ま
す
ま
す
増
大
し
、
「
戦
局
の
各
段
階
に
処
す
べ
き
経
済
拉
に
労
務
の
諸
統
制
は
益
強
化
せ

ら
れ
て
労
働
者
に
強
き
身
分
的
拘
束
感
を
与
ふ
る
と
共
に
、
生
活
必
需
物
資
の
不
足
拉
に
配
給
機
構
の
不
整
備
に
伴
ふ
闇
物
資
の
横
行
等
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　　　　　　　　　表8被徴用者数とその年齢構成
被徴用者数（1943年8月まで）

　　　　　　　　　1939年度　1940年度　1餌1年度　1942年度　1943年度

新規　陸軍　850　　500　40，734　14，298　9，863
　　　　海軍　 一　 52，192　127，677　101，680　59，213
　　　　管理　 一　　 一　97，831　133，874　105，791
　　　　　計㈹　　　850　　　52，692　　266，242　　249，852　　174，867

現員　陸軍　 一　　 一　　一　　一　　一
　　　　海軍　 一　 168，393　36，474　31，712　20，668
　　　　管理　 一　　 一　625，851　187，824　88，023
　　　　　計（B）　　一　　　168，393　　662，325　　219，536　　108，691

　合計（A）＋（B）　850　221，085　928，567　469，388　283，558

計35～39歳

新規被徴用者の年齢構成（1943年12月まで）

16～19歳　20－24歳　25酎29歳　3Q～34歳

1，094，363

（100．0）

　352，385　　　　　215，590　　　　　295，478　　　　　181，664　　　　　　49，246

　　（32，2）　　（19．7）　　（27．O）　　（16．6）　　（4．5）

資料＝『厚生次官在勤記録八』（垂要参考資料，自昭和16年11月至昭和19年4月）。

注＝1943年9月から12月までの新規被徴用者数は349，860人。

に
基
く
生
活
苦
の
為
漸
次
其
の
不
平
不
満
は
深
刻
下
す
る
に
至

　
（
飢
V

り
た
り
」
と
い
う
状
況
に
立
ち
至
っ
た
。
そ
し
て
労
働
者
の
こ

の
不
満
は
、
逃
亡
、
欠
勤
、
怠
業
、
二
重
稼
働
、
集
団
暴
行
、

兵
器
破
壊
、
意
識
的
な
不
良
品
の
作
製
な
ど
の
か
た
ち
を
と
っ

て
顕
在
化
し
た
。

　
表
8
よ
り
、
一
九
四
一
年
以
降
二
四
歳
未
満
の
若
年
者
を
中

心
に
徴
用
工
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
上
述
の
よ

う
な
労
働
者
の
不
満
と
抵
抗
は
と
く
に
こ
の
徴
用
工
に
お
い
て

際
立
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
や
や
後

年
の
こ
と
に
属
す
が
、
一
九
四
四
年
六
月
の
日
本
製
鋼
所
広
島

製
作
所
に
お
け
る
新
規
徴
用
工
の
平
均
月
収
は
七
三
円
八
八
銭

で
あ
り
、
女
工
の
平
均
月
収
七
二
円
二
銭
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
、

男
工
の
平
均
月
収
一
二
四
円
六
九
銭
と
く
ら
べ
る
と
著
し
い
低

　
　
　
　
（
2
2
）

賃
金
で
あ
っ
た
。
新
規
徴
用
工
の
低
賃
金
と
労
働
条
件
の
劣
悪

さ
は
、
「
待
遇
は
劣
悪
極
ま
り
、
僅
か
ば
か
り
の
給
料
か
ら
食
料
、

被
服
代
を
差
引
か
れ
、
病
気
・
死
亡
等
に
対
し
て
は
軍
人
の

様
な
待
遇
は
受
け
ず
、
酷
使
は
す
る
し
、
制
裁
は
あ
り
、
不
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
V

が
充
満
し
、
無
断
逃
亡
者
が
多
い
」
と
い
っ
た
指
摘
か
ら
も
窺
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い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
新
規
徴
用
工
の
低
賃
金
と
労
働
条
件
の
劣
悪
さ
は
、
「
新
規
徴
用
工
員
が
職
揚
に
於
て
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

員
及
古
参
工
員
よ
り
『
徴
用
1
　
徴
用
！
』
と
呼
捨
て
に
さ
れ
、
徴
用
な
る
語
は
恰
も
新
参
者
の
代
名
詞
な
る
が
如
き
感
を
与
へ
つ
つ
あ
」

る
と
い
う
被
差
別
的
状
況
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
記
の
よ
う
な
抵
抗
の
諸
形
態
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
徴
用
工

の
欠
勤
、
逃
亡
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
大
阪
府
に
お
い
て
は
二
五
工
揚
の
徴
用
工
九
万
八
千
名
中
無
届
欠
勤
者
が
二
千
二
四
九
名
に
お
よ
ん

　
　
　
（
2
5
）

で
い
た
し
（
一
九
四
二
年
一
一
月
現
在
）
、
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
の
各
事
業
所
に
お
い
て
も
、
「
新
規
徴
用
工
員
ノ
素
質
ハ
身
体
的
ニ
モ
知

能
的
ニ
モ
一
般
二
漸
次
低
下
シ
ツ
ツ
ア
ル
コ
ト
ハ
各
揚
所
共
通
的
事
象
ニ
シ
テ
、
斯
カ
ル
素
質
悪
シ
キ
訓
練
不
足
ノ
新
入
工
員
ノ
激
増
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

近
時
出
勤
率
ノ
顕
著
ナ
ル
低
下
ト
ナ
ツ
テ
現
ハ
レ
、
長
期
戦
下
愈
生
産
増
強
ヲ
要
請
セ
ラ
レ
益
人
カ
ノ
活
カ
ニ
俊
ツ
ベ
キ
モ
ノ
多
ク
秋
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

二
寒
心
二
耐
ヘ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
と
、
懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
。

　
以
上
の
ぺ
た
よ
う
な
労
働
者
の
抵
抗
の
拡
大
と
な
ら
ん
で
、
い
ま
一
つ
見
落
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
産
業
報
国
会
に
た
い
す
る
労
働

者
の
不
信
や
不
満
が
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
内
務
省
警
保
局
は
「
労
働
者
は
…
…
生
活
必
需
物
資
の
入
手
難
、
闇
物

価
の
横
行
等
直
接
生
活
上
の
不
利
若
は
苦
痛
に
直
面
す
る
や
産
報
頼
む
に
足
ら
ず
と
為
し
産
報
不
満
の
底
流
的
傾
向
は
明
瞭
に
看
取
せ
ら

（
2
7
）
る
」
と
観
察
し
て
い
た
し
、
北
越
パ
ル
プ
株
式
会
社
の
一
職
工
も
「
斯
の
種
運
動
（
産
報
運
動
ー
引
用
者
注
）
は
下
か
ら
盛
り
上
る
力
を
必

要
と
す
る
の
に
実
際
に
は
国
家
権
力
に
よ
り
組
織
さ
れ
又
之
が
運
営
が
一
部
官
僚
と
自
由
主
義
思
想
に
基
く
事
業
主
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

て
居
る
の
で
、
会
員
の
多
く
は
運
動
に
関
心
を
示
さ
ず
他
人
事
の
様
に
考
へ
て
ゐ
る
様
だ
」
と
の
ぺ
て
い
る
。
ま
た
大
日
本
産
業
報
国
会

が
推
進
し
た
前
述
の
機
械
実
働
率
増
進
運
動
に
つ
い
て
も
、
「
一
部
工
員
中
ニ
ハ
本
運
動
ハ
資
本
主
義
ノ
利
潤
ヲ
増
ス
為
ノ
運
動
デ
ア
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

テ
エ
員
ノ
勤
労
ヲ
強
制
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
誤
解
シ
タ
モ
ノ
ガ
相
当
ニ
ア
ツ
タ
」
と
、
東
京
産
業
報
国
会
は
報
告
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
労
働
者
抵
抗
の
拡
大
と
、
産
業
報
国
会
に
た
い
す
る
労
働
者
の
不
信
感
の
増
大
は
、
職
揚
秩
序
の
動
揺
・
混
乱
を
解
決

し
よ
う
と
し
た
産
報
の
部
隊
組
織
化
が
逆
に
労
働
者
の
自
発
性
を
抑
圧
し
労
資
関
係
調
整
の
機
能
を
決
定
的
に
後
退
さ
せ
た
こ
と
の
必
然
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的
な
結
果
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
産
業
報
国
青
年
隊
結
成
の
対
象
と
な
っ
た
二
五
歳
未
満
の
徴
用
工
を
中
心
と
す
る
抵
抗

の
拡
大
は
、
産
業
報
国
会
の
労
働
者
統
轄
力
の
限
界
を
決
定
的
に
露
呈
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
（
－
）
「
大
日
本
産
業
報
国
会
の
結
成
と
其
の
活
動
目
標
」
一
九
四
一
年
一
月
、
推
定
（
『
資
料
』
二
三
一
頁
）
、
昭
和
研
究
会
『
労
働
新
体
制
研
究
』

　
　
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
四
一
年
、
九
二
ー
九
六
頁
参
照
。

　
（
2
）
　
『
資
料
』
二
四
二
頁
。

　
（
3
）
　
機
械
器
具
工
業
の
男
子
労
働
者
に
占
め
る
二
〇
歳
未
満
層
の
比
率
は
、
一
九
三
八
、
一
九
四
〇
、
一
九
四
二
年
に
三
四
・
八
％
、
三
八
・
二
％
、

　
　
四
四
・
八
％
と
増
大
し
て
い
る
（
『
厚
生
次
官
在
勤
記
録
八
　
重
要
参
考
資
料
』
自
昭
和
一
六
年
一
一
月
至
昭
和
一
九
年
四
月
（
労
働
省
所
蔵
）
。

　
（
4
）
　
『
資
料
』
二
七
〇
頁
。

　
（
5
）
　
五
人
組
の
機
能
は
団
結
親
和
、
規
律
訓
練
、
能
率
増
進
、
生
活
刷
新
、
互
助
共
済
の
五
点
に
お
か
れ
た
（
大
日
本
産
業
報
国
会
『
五
人
組
設
置

　
　
要
領
』
一
九
四
一
年
一
〇
月
）
、
七
ー
九
頁
。

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

　
月
三
〇
日

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

『
資
料
』
二
七
〇
頁
。

同
上
、
二
七
〇
1
二
七
一
頁
。

同
上
、
二
七
二
頁
。

同
上
、
二
七
四
頁
。

詳
し
く
は
『
生
産
力
増
強
第
一
期
運
動
実
施
要
領
』
（
『
資
料
』
二
九
一
－
二
九
二
頁
）
、
『
生
産
力
増
強
総
進
軍
運
動
要
綱
』

　
　
（
同
上
、
三
六
八
－
三
七
〇
頁
）
。

『
機
械
実
働
率
増
進
運
動
要
綱
』
（
同
上
、
三
〇
〇
ー
三
〇
二
頁
）
。

大
日
本
産
業
報
国
会
『
機
械
実
働
率
増
進
運
動
道
府
県
実
施
状
況
報
告
集
』
一
九
四
二
年
、
五
三
頁
。

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
『
第
三
十
回
中
央
労
務
会
議
事
録
』
一
九
四
一
年
四
月
、
三
五
－
三
六
頁
。

同
上
、
四
五
頁
。

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
『
第
三
十
一
回
中
央
労
務
会
議
事
録
』
一
九
四
一
年
七
月
、
九
－
一
〇
頁
。

一
九
四
二
年
一
〇
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（
1
6
）
　
同
上
、
一
一
頁
以
下
。

（
1
7
）
そ
の
結
果
、
一
九
四
一
年
一
二
月
の
第
一
回
工
場
懇
談
会
で
は
委
員
四
二
名
中
工
長
が
二
〇
名
を
占
め
、
前
年
一
一
月
の
最
後
の
工
揚
委
員
会

　
の
と
き
の
工
長
数
一
二
名
（
委
員
数
四
〇
名
）
を
上
回
っ
た
（
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
長
崎
造
船
所
『
第
一
回
工
揚
懇
談
会
議
事
録
』
、
同
『
第
三

　
九
回
工
揚
委
員
会
議
事
録
』
）
。

（（（（（（（（（（（（29　28　27　26　25　24　23　22　21　20　19　18

））））））））））））
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
、
前
掲
『
第
三
十
一
回
中
央
労
務
会
議
事
録
』
一
〇
頁
。

住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
、
前
掲
『
住
友
電
工
労
政
史
』
四
九
頁
、
前
掲
、
桜
林
第
二
論
文
参
照
。

『
日
本
製
鋼
所
三
五
年
社
誌
稿
本
』
第
二
編
（
広
島
）
。

内
務
省
『
昭
和
一
七
年
度
二
於
ヶ
ル
社
会
運
動
ノ
状
況
』
三
九
九
頁
。

株
式
会
社
日
本
製
鋼
所
『
戦
前
勤
労
統
計
表
　
昭
和
一
九
・
二
十
年
度
』
。

内
務
省
『
昭
和
一
六
年
度
二
於
ヶ
ル
社
会
運
動
ノ
状
況
』
六
一
六
頁
。

内
務
省
、
前
掲
『
昭
和
一
七
年
度
二
於
ヶ
ル
社
会
運
動
ノ
状
況
』
四
三
八
頁
。

大
阪
府
知
事
三
辺
長
治
「
悪
質
欠
勤
徴
用
工
員
指
導
取
締
二
関
ス
ル
件
」
一
九
四
二
年
一
二
月
八
日
。

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
『
第
三
十
四
回
中
央
労
務
会
議
事
録
』
一
九
四
二
年
一
〇
月
、
二
頁
。

内
務
省
、
前
掲
『
昭
和
一
七
年
度
二
於
ヶ
ル
社
会
運
動
ノ
状
況
』
四
五
〇
ー
四
五
一
頁
。

同
上
、
四
五
二
頁
。

大
日
本
産
業
報
国
会
、
前
掲
『
機
械
実
働
率
増
進
運
動
道
府
県
実
施
状
況
報
告
集
』
四
頁
。
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皿
　
産
業
報
国
会
の
機
能
喪
失
（
一
九
四
三
－
四
五
年
）

ダ
イ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と
労
務
管
理
体
制

　
戦
争
の
長
期
化
に
よ
る
兵
力
の
大
量
動
員
に
よ
っ
て
、
労
働
力
こ
と
に
熟
練
工
の
不
足
が
い
よ
い
よ
深
刻
化
す
る
に
伴
な
い
、
政
府
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

一
九
四
三
年
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
勤
労
動
員
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
O
国
民
勤
労
報
国
隊
の
常
時
編
成
と
出
動
期
間
の
延
長

（一

四
三
年
一
月
「
生
産
増
強
勤
労
緊
急
対
策
要
綱
」
）
、
⑲
男
子
の
就
業
の
制
限
・
禁
止
と
女
子
使
用
標
準
率
の
設
定
n
女
子
に
よ
る
男

子
労
働
の
代
替
（
「
生
産
増
強
勤
労
緊
急
対
策
要
綱
」
、
一
九
四
三
年
六
月
「
労
務
調
整
令
」
改
正
）
、
日
女
子
勤
労
挺
身
隊
の
結
成
・
強

制
加
入
・
法
制
化
（
一
九
四
三
年
九
月
次
官
会
議
決
定
「
女
子
勤
労
動
員
ノ
促
進
二
関
ス
ル
件
」
、
四
四
年
二
月
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
」
、

同
年
三
月
「
女
子
挺
身
隊
制
度
強
化
方
策
要
綱
」
、
同
年
八
月
「
女
子
挺
身
勤
労
令
」
）
、
㈲
学
徒
動
員
の
実
施
と
法
制
化
（
一
九
四
三
年

六
月
「
学
徒
戦
時
動
員
体
制
確
立
要
綱
」
、
四
四
年
一
月
「
緊
急
国
民
勤
労
動
員
方
策
要
綱
」
、
同
月
「
緊
急
学
徒
勤
労
動
員
方
策
要
綱
」
、

同
年
三
月
「
学
徒
動
員
実
施
要
綱
」
、
同
年
八
月
「
学
徒
動
員
令
」
）
、
㊨
朝
鮮
人
、
中
国
人
の
「
内
地
移
入
」
開
強
制
連
行
の
強
化
・
本

格
化
（
「
緊
急
国
民
勤
労
動
員
方
策
要
綱
」
）
、
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
表
9
は
一
九
四
四
年
第
一
・
四
半
期
の
業
種
別
勤
労
要
員
表
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
勤
労
報
国
隊
は
軍
作
業
庁
と

機
械
工
業
と
鉱
業
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
と
に
鉱
業
で
は
全
労
働
者
の
二
三
％
近
く
に
お
よ
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
勤
労
報
国
隊
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

過
半
は
学
生
・
生
徒
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
て
お
り
、
隊
員
の
多
数
は
年
少
・
若
年
者
で
あ
っ
た
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。
他
方
、
女
子
勤

労
挺
身
隊
は
軍
作
業
庁
と
航
空
機
工
業
と
機
械
工
業
に
集
中
し
て
お
り
、
前
二
部
門
で
は
全
労
働
者
一
二
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
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さ
き
に
記
し
た
一
九
四
三
年
九
月
の
次
官
会
議
決
定
「
女
子
勤
労
動
員
ノ
促
進
二
関
ス
ル
件
」
が
女
子
勤
労
挺
身
隊
を
航
空
機
関
係
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
政
府
作
業
庁
へ
動
員
す
る
と
規
定
し
た
、
そ
の
こ
と
の
結
果
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
学
徒
も
ま
た
女
子
勤
蛍
挺
身
隊
と
同
じ
よ
う

に
、
軍
作
業
庁
と
航
空
機
工
業
と
機
械
工
業
に
多
く
、
軍
作
業
庁
で
は
全
労
働
者
の
二
三
％
に
お
よ
ん
で
い
る
。
朝
鮮
人
の
過
半
は
鉱
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澱
O
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表10三菱重工業株式会社工員資格別構成　　　　　　（人）

　　1938　　　1939　　　1940　　　1941　　　1942　　　1943　　　1944

C9　593　8171，033　621　7701，1091，421
（B）1，9902，4492，7312，4143，1143，7116，133

（C）2，4803，3974，0384，558　5，508　6，254　8．487

長
長
長

工
組
伍

　　　　　手一一一9209391，021一
工　手（1～3等）　一　一　一　一　一　一16，902
並　　職（既経験工）44，32158，75168，19778，598　93，602102，601208，839

試　　　　傭　947　827　753　＿　　＿　　＿　　＿
未経験工　一　一　一6，6692，9163，125　一

見習3，2977，790一一一＿＿
速成工一一7，514一一一一技能養成工　一6，53810，33713，48018，77424，67725，417

　　　　　女1，7203，2594，2734，9928，60710，05323，217

期限付臨時傭　25　16　14　46　211　133　一
小　　計（功50，31077，18191，088104，705125，049141，610274，375

　　　　（D）／（A）　　　　　　　　　　85　　　　94　　　　88　　　169　　　　162　　　　128　　　　193

　　　　（D）／（B）　　　　　　　　　　25　　　　32　　　　33　　　　43　　　　　40　　　　　38　　　　　45

　　　　（D）／⑬）　　　　　　　　　　20　　　　23　　　　23　　　　23　　　　　23　　　　　23　　　　　32

資料＝三菱重工菜株式会社『職工統計』（『工員統計』）より作成。

注：各年6月現在。ただし1944年は5月現在，女は女工，女夫およびその試傭を含む。

に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
の
業
種
に
お
け
る
朝
鮮

人
は
比
率
で
鉄
鋼
業
が
や
や
目
立
つ
程
度
で
あ
る
。
表

9
で
い
ま
ひ
と
つ
注
目
す
ぺ
き
は
、
女
子
に
よ
る
男
子

労
働
の
代
替
政
策
に
よ
っ
て
、
一
般
青
壮
年
に
お
け
る

女
子
の
比
率
も
高
ま
っ
て
お
り
、
航
空
機
工
業
と
機
械

工
業
と
化
学
工
業
で
は
全
労
働
者
の
四
分
の
一
前
後
に

達
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
九
四
三
年
以
降
の
一
連
の
勤
労

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

動
員
政
策
に
よ
っ
て
、
女
子
、
学
徒
、
朝
鮮
人
な
ど
の

不
熟
練
労
働
者
の
比
重
が
高
ま
り
、
ダ
イ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
（
労
働
の
稀
釈
化
）
が
急
速
に
進
行
し
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
ダ
イ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
内
包
し
た
労
働
者

の
急
速
な
膨
張
は
、
企
業
内
部
に
お
け
る
労
務
管
理
体

制
を
い
よ
い
よ
動
揺
・
弛
緩
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

経
営
者
の
次
の
よ
う
な
発
言
は
、
こ
の
点
を
推
察
す
る

に
十
分
で
あ
る
。

　
「
現
在
日
本
の
…
…
生
産
管
理
は
ま
だ
多
量
生
産
方
式
に
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全
部
入
り
切
れ
な
い
で
居
る
。
随
っ
て
熟
練
工
の
熟
練
に
頼
る
と
い
ふ
面
が
ま
だ
非
常
に
多
い
。
言
ひ
か
へ
る
と
生
産
過
程
を
単
純
化
し
て
行
く
と
い

　
ふ
仕
事
が
ま
だ
十
分
出
来
て
居
ら
な
い
。
随
っ
て
学
徒
に
し
て
も
、
勤
労
報
国
隊
に
し
て
も
何
百
人
も
の
者
が
ド
カ
ッ
と
入
っ
て
来
る
と
、
そ
れ
を
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
程
分
割
し
て
嵌
込
ま
な
い
と
生
産
の
面
が
巧
く
行
か
な
い
」

　
な
お
、
表
1
0
は
、
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
の
工
員
の
資
格
別
構
成
を
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
役
付
職
工
一
人
当
り
の
労
働
者
数
は
一
九

四
一
年
以
降
増
加
し
始
め
、
と
く
に
四
四
年
に
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
事
実
も
ま
た
、
戦
争
末
期
に
お
け
る
労
務
管
理
体

制
の
動
揺
・
弛
緩
を
し
め
す
傍
証
た
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
ダ
イ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
随
伴
し
た
労
務
管
理
体
制
の
動
揺
・
弛
緩
は
他
方
で
、
大
量
の
「
勤
労
不
良
者
」
を
生
み
出
し
た
。
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表
1
1
は
航
空
機
関
連
事
業
所
の
欠
勤
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
欠
勤
率
は
女
子
に
お
い
て
と
く
に
高
く
、
高
い
と
こ
ろ
で
は
四
四
％

に
お
よ
ん
で
い
る
。
欠
勤
者
の
な
か
に
は
病
欠
者
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
す
べ
て
を
「
勤
労
不
良
者
」
と
み
な
す
こ
と
は
で

　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

き
な
い
も
の
の
、
ア
ブ
セ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
蔓
延
と
企
業
の
労
働
者
統
轄
力
の
著
し
い
弱
化
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

二
　
産
業
報
国
会
の
機
能
喪
失

　
上
述
の
よ
う
な
労
働
力
構
成
の
多
様
化
と
ダ
イ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
対
処
す
る
た
め
に
、
大
日
本
産
業
報
国
会
の
首
脳
は
新
た
な

方
針
の
樹
立
を
摸
索
し
て
い
た
。
げ
ん
に
、
理
事
長
柏
原
兵
太
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
最
近
特
二
工
揚
事
業
場
二
起
ッ
テ
居
ル
大
キ
ナ
変
化
ハ
カ
ノ
勤
労
者
構
成
二
付
テ
デ
ァ
リ
マ
ス
。
就
中
労
務
者
二
於
テ
従
来
ト
ハ
全
ク
構
成
ノ
異
ナ

　
ル
応
徴
士
、
動
員
学
徒
、
婦
女
子
、
青
少
年
工
、
半
島
労
務
者
等
ガ
非
常
二
多
ク
ナ
ッ
テ
キ
テ
ヰ
ル
、
否
今
後
更
二
益
々
多
ク
ナ
ッ
テ
来
ル
コ
ト
ト
思

　
フ
ノ
デ
ア
ル
。
故
ニ
コ
ノ
新
勤
労
者
構
成
ヲ
対
象
ト
ス
ル
運
動
ニ
ハ
自
ラ
現
実
即
応
ノ
努
力
二
基
ク
新
ラ
シ
イ
方
針
ガ
数
多
ク
打
チ
樹
テ
ラ
レ
ネ
バ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
ラ
ヌ
ト
存
ズ
ル
ノ
デ
ア
ル
」

　
し
か
し
労
務
管
理
体
制
の
動
揺
・
弛
緩
は
、
こ
う
し
た
新
た
な
方
針
の
樹
立
を
困
難
な
ら
し
め
、
大
日
本
産
報
の
活
動
方
針
は
物
資
配

給
と
、
国
民
勤
労
動
員
の
補
助
活
動
に
し
だ
い
に
楼
小
化
さ
れ
て
い
く
。
事
実
、
一
九
四
三
年
一
月
二
〇
日
の
閣
議
決
定
「
生
産
増
強
勤

労
緊
急
対
策
要
綱
」
で
は
「
勤
労
者
用
物
資
ノ
割
当
並
二
配
給
ハ
原
則
ト
シ
テ
産
業
報
国
会
ノ
組
織
ヲ
通
ズ
ル
コ
ト
ト
シ
其
ノ
一
元
化
ヲ

　
　
（
8
）

図
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
、
ま
た
同
年
八
月
二
三
日
の
次
官
会
議
決
定
「
勤
労
者
用
物
資
対
策
要
綱
」
で
は
「
物
資
割
当
ノ
実
施
計
画
ハ
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

各
庁
指
導
ノ
下
二
大
日
本
産
業
報
国
会
、
大
日
本
労
務
報
国
会
及
日
本
海
運
報
国
団
ヲ
シ
テ
夫
凌
一
元
的
二
担
当
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」
と
さ

れ
る
に
至
っ
た
。
大
日
本
産
業
報
国
会
を
こ
の
よ
う
に
、
物
資
配
給
の
コ
兀
的
機
構
に
編
成
す
る
一
方
、
大
日
本
産
報
を
し
て
「
戦
局
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

現
段
階
二
応
ズ
ル
政
府
ノ
国
民
勤
労
動
員
二
関
ス
ル
施
策
二
協
カ
セ
シ
メ
タ
イ
」
と
い
う
の
が
、
こ
の
時
期
の
政
府
の
産
報
に
か
ん
す
る
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基
本
的
方
針
で
あ
っ
た
。

　
物
資
配
給
と
国
民
勤
労
動
員
の
補
助
活
動
に
大
日
本
産
業
報
国
会
の
活
動
が
し
だ
い
に
倭
小
化
さ
れ
て
い
く
に
し
た
が
い
、
前
段
階
の

生
産
増
強
運
動
も
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
関
係
官
庁
や
統
制
会
が
主
導
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
日
本
産
業
報
国
会
は
そ
れ
ら
に
協
力
す
る

脇
役
的
な
存
在
に
後
退
し
て
い
く
。
一
九
四
三
年
度
に
実
施
さ
れ
た
重
要
鉱
物
非
常
増
産
強
調
週
間
（
八
月
一
日
～
九
月
三
〇
日
）
、
挙

国
石
炭
確
保
運
動
（
四
月
～
九
月
）
、
木
造
船
非
常
増
産
突
貫
運
動
（
一
九
四
四
年
二
月
一
一
日
～
三
月
三
一
日
）
は
い
ず
れ
も
関
係
官
庁
、

各
統
制
会
と
の
共
同
主
催
で
あ
り
、
ま
た
皆
働
運
動
（
七
月
一
日
～
八
月
三
一
日
）
、
冬
期
皆
勤
運
動
（
一
九
四
三
年
一
二
月
一
日
～
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

四
年
一
月
三
一
日
）
も
そ
れ
ぞ
れ
鉄
鋼
統
制
会
、
車
輔
統
制
会
と
の
共
催
で
取
り
組
ま
れ
た
。

　
大
日
本
産
業
報
国
会
の
活
動
方
針
の
簸
小
化
は
、
単
位
産
報
の
実
態
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
資
料
上
の
制
約
か
ら
こ
こ
で
は
日
本
製

鋼
所
広
島
製
作
所
の
事
例
し
か
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
同
所
に
お
け
る
こ
の
時
期
の
産
報
青
年
隊
の
活
動
は
、
「
勤
労
精
神
低
劣
ナ

ル
者
」
、
「
服
従
心
乏
シ
ク
勤
務
規
律
的
ナ
ラ
ザ
ル
者
」
、
「
覇
気
ヲ
欠
キ
生
産
力
薄
弱
ナ
ル
者
」
な
ど
「
生
産
活
動
不
良
ナ
ル
者
二
対
シ
強

カ
ナ
ル
規
律
訓
練
ヲ
施
」
す
特
別
訓
練
や
、
「
戦
局
重
大
ナ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
一
般
従
業
員
中
未
ダ
皇
国
民
的
勤
労
二
徹
セ
ザ
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ

鑑
ミ
隊
員
中
ノ
高
年
者
二
対
シ
皇
国
勤
労
観
二
基
ク
職
責
ノ
遂
行
二
就
キ
訓
練
シ
其
垂
範
活
動
二
依
リ
一
般
工
員
ノ
生
産
活
動
ヲ
推
進
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

シ
メ
ツ
ト
ス
ル
」
生
産
力
昂
揚
訓
練
な
ど
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
た
。
ダ
イ
リ
ュ
ー
シ
・
ン
を
伴
な
っ
た
労
働
者
の
膨
張
に
よ
る
「
不
良
」
労
働

者
の
増
大
に
対
処
す
る
と
い
う
、
消
極
的
・
防
衛
的
訓
練
活
動
が
同
所
の
産
報
青
年
隊
の
中
心
的
活
動
で
あ
っ
た
。

　
し
か
も
こ
こ
で
注
目
す
ぺ
き
は
、
一
九
四
四
年
九
月
四
日
に
「
勤
労
不
良
者
等
戦
時
特
別
措
置
要
綱
」
が
次
官
会
議
で
決
定
さ
れ
、
「
出

勤
不
良
者
二
対
ス
ル
措
置
」
と
し
て
出
勤
勧
告
、
警
察
に
よ
る
説
諭
、
検
挙
、
配
給
物
資
の
操
作
が
、
ま
た
「
勤
労
怠
惰
者
二
対
ス
ル
措

置
」
と
し
て
共
同
生
産
責
任
制
の
活
用
、
特
別
錬
成
・
輔
導
、
配
置
転
換
が
、
ま
た
「
勤
労
秩
序
撹
乱
者
二
対
ス
ル
措
置
」
と
し
て
隔
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

勤
労
お
よ
び
配
置
転
換
、
司
法
処
分
が
、
指
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
不
良
」
労
働
者
に
た
い
し
最
終
的
に
国
家
権
力
の
発
動
を
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予
定
し
た
こ
と
は
、
単
位
産
報
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
「
不
良
」
労
働
者
の
輔
導
・
訓
練
に
は
お
の
ず
と
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
艮
）

　
単
位
産
報
の
形
骸
化
・
機
能
喪
失
は
東
京
地
方
勤
労
協
議
会
委
員
の
単
位
産
報
に
か
ん
す
る
次
の
よ
う
な
報
告
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
「
最
近
産
報
ノ
懇
談
会
ヲ
ヤ
ラ
ナ
ク
共
、
本
部
モ
地
方
産
報
モ
単
位
産
報
二
対
シ
テ
ハ
何
モ
云
ハ
ナ
イ
ト
ミ
ヘ
テ
、
筆
者
ノ
属
ス
ル
分
会
ナ
ド
ハ
昨
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
ハ
一
回
ノ
懇
談
会
モ
開
カ
ズ
、
本
社
ヤ
本
社
支
部
デ
ハ
一
回
ノ
懇
談
会
モ
開
イ
テ
ヰ
ナ
イ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
「
厚
生
省
ヤ
中
央
本
部
デ
兎
ヤ
角
言
フ
ノ
デ
唯
追
随
シ
テ
形
ダ
ケ
置
ク
ニ
過
ギ
ナ
イ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
「
従
業
員
ノ
産
業
報
国
会
二
対
ス
ル
観
念
ハ
全
ク
薄
弱
ニ
シ
テ
何
等
ノ
統
制
力
等
全
然
ナ
シ
」

　
以
上
述
べ
た
よ
う
な
大
日
本
産
業
報
国
会
の
活
動
方
針
の
楼
小
化
、
単
位
産
報
の
機
能
喪
失
が
す
す
む
な
か
で
、
勤
労
協
議
会
に
結
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

し
た
経
営
者
・
労
務
担
当
者
の
内
部
に
、
産
報
「
反
対
派
」
と
で
も
言
う
べ
き
潮
流
が
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
産
報
「
反
対
派
」
は
、
お
お
ま
か
に
見
て
、
「
専
制
的
労
務
管
理
派
」
と
「
擬
似
労
働
組
合
派
」
（
目
「
労
働
者
の
自
発
性
喚

起
派
」
）
の
二
つ
の
潮
流
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
見
解
に
代
表
さ
れ
て
い
る
。

　
「
事
業
揚
ノ
実
際
二
於
テ
現
在
産
報
組
織
ナ
ル
モ
ノ
ハ
全
ク
生
産
行
程
ト
遊
離
シ
唯
産
報
ナ
ル
組
織
ガ
形
式
的
二
存
在
ス
ル
ト
云
フ
ニ
過
ギ
ナ
イ
状
態

　
デ
ァ
ル
、
此
ノ
組
織
二
依
テ
何
等
ノ
活
動
モ
事
業
モ
遂
行
サ
レ
テ
居
ナ
イ
、
此
ノ
状
態
ナ
レ
バ
職
揚
事
業
組
織
ト
別
二
更
メ
テ
産
報
組
織
ナ
ル
モ
ノ
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
別
二
作
ル
必
要
ハ
ナ
イ
ト
思
ハ
レ
ル
」

　
す
な
わ
ち
前
者
は
、
形
骸
化
し
独
自
性
を
喪
失
し
た
産
業
報
国
会
を
切
り
捨
て
、
経
営
側
の
専
一
的
な
労
働
支
配
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
意
見
n
潮
流
で
あ
る
。

　
他
方
後
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
見
解
に
代
表
さ
れ
て
い
る
。
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「
糟
神
面
二
対
シ
テ
ハ
産
報
モ
相
当
努
カ
シ
タ
シ
、
ソ
レ
ダ
ケ
ノ
効
果
モ
収
メ
得
タ
モ
ノ
ト
想
フ
。
併
シ
物
質
面
二
対
シ
テ
ハ
甚
ダ
見
劣
リ
ガ
ス
ル
。

　
労
働
組
合
ハ
団
結
ノ
カ
デ
堂
々
ト
賃
金
値
上
ゲ
ヲ
要
求
シ
、
待
遇
改
善
ニ
ハ
全
カ
ヲ
傾
注
シ
、
物
質
面
二
対
ス
ル
エ
作
ハ
極
メ
テ
活
濃
デ
ァ
ツ
タ
。
…

　
産
報
ト
錐
モ
物
質
面
二
冷
淡
デ
ァ
ツ
テ
ヨ
イ
謂
ハ
レ
ハ
ナ
イ
。
…
…
賃
金
ノ
改
正
ナ
ド
ニ
対
シ
テ
モ
産
報
ガ
能
動
的
二
乗
リ
出
シ
テ
行
ク
ナ
ラ
勤
労
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
衆
ハ
産
報
ノ
存
在
ヲ
高
ク
評
価
ス
ル
デ
ァ
ラ
ウ
…
…
此
ノ
際
労
働
組
合
ノ
良
サ
モ
取
入
レ
ル
必
要
ガ
ア
ル
ト
思
フ
。
」

　
す
な
わ
ち
後
者
は
、
官
僚
主
導
の
精
神
動
員
機
関
的
な
産
業
報
国
会
の
在
り
方
に
反
対
し
、
労
働
者
の
下
か
ら
の
自
発
性
を
喚
起
し
、

産
報
に
労
働
組
合
的
機
能
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
意
見
”
潮
流
で
あ
る
。

　
以
上
に
述
べ
た
二
潮
流
の
産
報
「
反
対
派
」
の
形
成
は
、
や
や
抽
象
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
次
に
み
る
よ
う
な
こ
の
時
期
の
労
資
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

階
級
対
立
の
高
揚
が
政
治
的
に
組
織
化
さ
れ
な
い
状
況
下
で
の
、
支
配
層
内
部
に
お
け
る
相
対
的
対
立
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
た
と
い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

三
　
労
働
争
議
の
展
開

日本ファシズムと労資関係

　
労
働
争
議
の
推
移
を
示
し
た
表
1
2
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
九
年
以
降
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
労
働
争
議
件
数
は
、
一
九
四
三
～
四
四
年
に
再

ぴ
増
加
傾
向
に
転
じ
て
い
る
。
仔
細
に
み
る
と
（
図
－
）
、
こ
の
時
期
の
争
議
は
四
三
年
四
～
八
月
、
四
四
年
一
月
、
四
四
年
四
～
六
月

の
三
つ
の
ピ
ー
ク
を
描
き
な
が
ら
展
開
し
、
ピ
ー
ク
時
に
は
毎
月
ほ
ぽ
一
千
名
か
ら
二
千
名
以
上
の
参
加
を
み
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

労
働
争
議
件
数
が
文
字
ど
お
り
激
減
す
る
の
は
四
四
年
末
か
ら
敗
戦
に
か
け
て
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
労
働
争
議
が
消
滅
す
る
こ
と
な
く
、

一
定
の
昂
揚
を
示
し
て
い
た
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
労
働
争
議
の
要
求
事
項
（
表
1
2
）
で
は
、
賃
金
増
額
が
も
っ
と
も
多
く
、
賃
金
算
定
支
給
方
法
の
変
更
又
は
反
対
も
こ
の
時
期
に
増
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
作
業
方
法
規
則
の
変
更
又
は
反
対
、
監
督
者
排
斥
な
ど
職
揚
秩
序
の
動
揺
・
混
乱
を
端
的
に
示
す
よ
う
な
争
議
ほ
「
職
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　　　　　　　　　　表12　要求事項別労働争議件数

　　要求事項　19381939194019411942194319441945
賃金増額　　　　　　　　　　　148193136　52　42103　82　52
賃金減額反対　　　　　　　　　　9　10　3　5　9　－　　5　一

賃金算定支給方法の変更又は反対　　12　7　6　7　8　20　13　一

賃金支払　　　　　　　　　　　　14　6　7　5　5　4　2　一

労働時間短縮　　　　　　　7　6　4　4－　2　1　1
作業方法規則の変更又は反対　　　　1　8　1　4　2　19　10　一
工揚設備その他福利増進施設　　　　4　　6　　2　　1　　2　　7　　3　一

解雇反対又は解雇者の復職　　　　　12　15　　7　3　8　　8　　3　4

解雇退職手当の確立・増額　　　　　12　7　5　2　　2　　3　　1　2

監督者排斥　　　　　　　　　　　15　24　24　17　17　28　24　11

その他　　　　　2876765871857224
　　　　　　　計26235827115816627921694
資料＝『日本労働運動史料』第10巻，468－469頁より作成。

注：争議件数には同盟罷棄，工場閉鎖のほか怠業も含む。

揚
争
議
」
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
、
四
三
～
四
四
年
争
議
の
特
徴
と
し

て
指
摘
で
き
よ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
争
議
は
賃
金
争
議
と

「
職
揚
争
議
」
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
実
際
の
争
議
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
V

は
、
両
者
は
相
互
に
結
ぴ
つ
く
傾
向
に
あ
っ
た
。
賃
金
争
議
と
「
職
揚
争

議
」
が
結
ぴ
つ
く
契
機
は
、
労
務
管
理
体
制
の
動
揺
・
弛
緩
で
あ
り
、
ま

さ
に
こ
の
点
に
四
三
～
四
四
年
争
議
の
基
本
的
な
背
景
が
あ
っ
た
。
「
其

ノ
（
労
働
争
議
の
1
引
用
者
注
）
原
因
ノ
最
モ
大
ナ
ル
モ
ノ
ガ
労
務
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

理
ノ
拙
劣
乃
至
ハ
不
徹
底
ニ
ア
リ
マ
ス
」
と
い
う
政
府
の
指
摘
や
、
「
軍

需
生
産
増
強
ノ
必
然
性
ヨ
リ
来
ル
労
務
動
員
ノ
強
化
二
伴
ヒ
エ
場
貴
任
者

等
ノ
労
務
管
理
拙
劣
不
徹
底
二
起
因
シ
小
紛
議
醸
成
ノ
現
象
発
見
セ
ラ

（
2
3
）ル
」
と
い
う
京
都
府
の
認
識
は
、
こ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
の
時
期
の

労
働
争
議
の
具
体
的
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該

期
労
働
争
議
の
諸
特
徴
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
糾
）

　
O
小
島
鉄
工
所
争
議

　
①
工
場
の
概
況
　
資
本
金
一
六
万
円
、
事
業
種
類
・
船
舶
用
部
品
鍛
造
、

海
軍
監
督
工
揚
、
職
員
七
名
・
工
員
四
三
名
、
一
九
四
一
年
六
月
一
日
牽

報
結
成
。
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　　　　　図1　労働争識の月別統計（1942年8月～1945年8月）

零

馴　　、

1，80

1，40

1，00

60

20　
（
件
数
）

3
　
3
0
　
2
　
2
0
　
1
5
　
1
0

5

　　　　6

1945　（年次）

12　6

1944
12　6

1943
8　　　12
1942

資料：『労働争識統計表』（昭和17－20年）国立公文館蔵より作成。

　
②
背
景
・
原
因
　
小
島
鉄

工
所
は
「
事
業
主
ノ
労
務
管

理
二
対
ス
ル
関
心
極
メ
テ
薄

ク
従
業
員
又
高
賃
金
ヲ
追
及

シ
テ
職
揚
ヲ
転
々
シ
時
局
認

識
勤
労
精
神
欠
如
セ
ル
者
多

ク
従
来
ヨ
リ
職
揚
秩
序
棄
乱

シ
居
リ
タ
ル
」
と
い
う
状
況

に
あ
っ
た
。
一
九
四
四
年
三

月
頃
よ
り
事
業
主
が
欠
勤
者

に
た
い
す
る
措
置
を
放
任
し

た
た
め
欠
員
が
生
じ
、
特
に

七
名
一
組
の
団
体
請
負
作
業

を
お
こ
な
っ
て
い
た
鍛
造
部

に
お
い
て
は
、
各
組
二
、
三

名
の
欠
員
が
生
ず
る
事
態
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
欠
員
に

よ
る
労
働
過
重
と
、
物
価
高
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に
よ
る
生
活
の
困
難
か
ら
、
労
働
者
の
間
に
請
負
単
価
の
値
上
げ
を
要
求
す
る
機
運
が
擦
頭
す
る
に
至
っ
た
。

　
③
経
過
　
第
一
組
長
筈
井
光
治
郎
（
四
二
歳
）
、
第
二
組
長
今
泉
寛
一
（
三
七
歳
）
、
第
三
組
長
竹
山
禎
一
（
三
三
歳
）
は
四
月
初
旬
以

来
、
工
員
代
表
と
し
て
し
ば
し
ば
口
頭
で
請
負
単
価
の
三
割
値
上
げ
を
事
業
主
に
要
求
し
た
が
、
そ
の
都
度
考
慮
す
る
と
の
回
答
が
な
さ

れ
た
の
み
で
、
何
等
実
現
し
な
か
っ
た
た
め
、
工
員
側
は
事
業
主
の
不
誠
意
に
激
昂
し
、
個
々
に
職
揚
を
放
棄
、
他
工
場
に
無
断
で
転
出

す
る
者
が
続
出
し
た
。
そ
の
た
め
、
残
存
工
員
の
労
働
は
一
層
過
重
と
な
り
、
「
工
員
ノ
不
満
熾
烈
化
ト
共
二
作
業
能
率
著
シ
ク
低
下
」

す
る
に
至
っ
た
。

　
④
警
察
の
介
入
　
所
轄
尼
崎
警
察
署
は
五
月
十
日
こ
の
争
議
を
探
知
し
、
関
係
工
員
を
取
調
べ
た
。
そ
し
て
、
「
事
業
主
二
対
シ
適
正

ナ
ル
労
務
管
理
ヲ
確
立
セ
シ
ム
ベ
ク
警
告
ヲ
発
ス
ル
ト
共
二
工
員
二
対
シ
テ
ハ
産
業
戦
士
タ
ル
ノ
重
責
ヲ
諭
示
シ
厳
重
戒
告
ヲ
」
行
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
「
工
員
ハ
其
ノ
非
ヲ
悟
リ
要
求
ヲ
撤
回
シ
即
時
就
労
ヲ
誓
約
シ
」
、
五
月
一
五
日
争
議
の
解
決
を
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
◎
日
本
鍛
造
廠
争
議

　
①
工
揚
の
概
況
　
資
本
金
一
二
万
円
、
事
業
種
類
・
兵
器
部
品
型
打
鍛
造
、
従
業
員
九
名
、
一
九
四
〇
年
八
月
一
日
産
報
結
成
。

　
②
背
景
・
原
因
　
日
本
鍛
造
廠
は
個
人
経
営
に
な
る
陸
軍
監
督
工
場
の
協
力
工
揚
で
あ
る
が
、
「
事
業
主
ノ
経
営
技
術
拙
劣
ナ
ル
為
」

経
営
困
難
な
状
態
に
あ
っ
た
。
と
く
に
労
務
管
理
に
た
い
す
る
事
業
主
の
無
関
心
の
た
め
労
働
力
不
足
に
陥
り
、
労
働
者
四
十
名
余
を
要

す
る
生
産
設
備
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
工
員
は
僅
か
八
名
（
そ
の
内
二
名
は
長
期
欠
勤
）
に
す
ぎ
ず
、
機
械
の
大
部
分
が
遊
休
状

態
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
工
員
は
、
他
工
揚
の
よ
う
な
給
食
・
物
資
の
配
給
が
ま
っ
た
く
無
い
こ
と
を
不
満
と
し
、
そ
の
代
償
と

し
て
請
負
単
価
の
値
上
げ
を
要
望
す
る
に
至
っ
た
。

　
③
経
過
　
組
長
斉
藤
義
雄
は
工
員
代
表
と
し
て
一
九
四
四
年
三
月
以
来
、
事
業
主
に
た
い
し
単
価
の
二
割
値
上
げ
を
再
三
要
求
し
た
が
、

事
業
主
は
こ
れ
を
軽
視
し
、
な
ん
ら
適
切
な
る
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
工
員
の
不
満
は
し
だ
い
に
膨
れ
あ
が
り
、
四
月
初
旬
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組
長
は
口
頭
で
も
っ
て
最
後
の
要
求
を
突
き
付
け
、
事
業
主
と
「
懇
談
」
し
た
が
、
こ
れ
に
も
ま
た
事
業
主
は
な
ん
ら
回
答
す
る
と
こ
ろ

が
な
か
っ
た
。
工
員
は
事
業
主
に
誠
意
な
し
と
判
断
、
「
生
活
安
定
ノ
為
已
ム
ナ
シ
ト
シ
テ
退
職
ヲ
要
求
シ
或
ハ
無
断
欠
勤
ノ
上
他
工
場

二
転
労
ス
ル
等
職
揚
放
棄
」
に
入
っ
た
。

　
④
警
察
の
介
入
　
争
議
を
探
知
し
た
所
轄
尼
崎
署
は
、
事
業
主
と
工
員
の
双
方
を
招
致
し
て
取
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
「
絡
別
思
想
的

容
疑
認
メ
ラ
レ
」
な
か
っ
た
た
め
、
「
工
員
二
対
シ
テ
ハ
即
時
職
場
復
帰
ヲ
命
ジ
要
求
ハ
一
切
白
紙
二
還
元
シ
生
産
二
遙
進
ヲ
誓
約
セ
シ

メ
厳
重
戒
告
ヲ
加
へ
、
事
業
主
二
対
シ
テ
ハ
経
営
ノ
拙
劣
就
中
労
務
管
理
二
関
ス
ル
認
識
ヲ
是
正
セ
シ
ム
ベ
ク
警
告
」
を
発
し
た
。
こ
う

し
て
四
月
二
八
日
争
議
は
解
決
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
㊧
菱
三
金
属
工
業
所
争
議

　
①
工
場
の
概
況
　
資
本
金
一
二
〇
万
円
、
事
業
種
類
・
各
種
機
械
鋳
物
製
造
、
海
軍
監
督
工
揚
、
職
員
一
七
名
・
工
員
一
二
七
名
、
一

九
四
〇
年
八
月
二
日
産
報
結
成
。

　
②
原
因
と
経
過

　
第
二
鋳
物
工
場
谷
川
賢
次
郎
（
四
五
歳
）
は
、
一
九
四
四
年
一
月
工
長
に
任
命
さ
れ
た
も
の
の
、
請
負
賃
金
に
よ
り
高
収
入
を
得
て
い

た
平
工
員
当
時
と
く
ら
べ
て
収
入
が
著
し
く
減
少
（
一
二
月
手
取
金
五
〇
一
円
七
一
銭
、
一
月
手
取
金
二
四
四
円
五
三
銭
）
し
た
た
め
、

前
収
入
の
保
証
を
会
社
側
に
要
望
し
た
。
し
か
し
会
社
側
が
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
谷
川
は
役
付
辞
任
の
意
向
を
洩
し
、
四
月
二

四
日
平
工
員
へ
の
格
下
げ
を
要
求
す
る
に
至
っ
た
。
一
方
、
谷
川
の
役
付
辞
任
の
意
向
を
聞
知
し
た
工
員
中
、
谷
川
の
紹
介
斡
旋
に
よ
っ

て
入
職
し
た
三
名
は
、
谷
川
が
工
長
の
立
場
か
ら
請
負
単
価
加
給
歩
合
の
決
定
な
ど
で
有
利
に
取
扱
う
と
い
う
約
束
で
入
職
し
た
た
め
、

谷
川
の
工
長
辞
任
は
自
分
た
ち
に
不
利
に
な
る
と
判
断
し
、
谷
川
支
援
に
の
り
出
し
た
。
す
な
わ
ち
四
月
二
九
日
、
右
の
三
名
は
谷
川
の

工
長
留
任
と
前
収
入
保
証
を
総
務
部
長
に
要
求
し
、
も
し
要
求
が
容
れ
ら
れ
な
い
と
き
は
三
名
の
退
職
を
承
認
し
て
ほ
し
い
と
申
し
出
た
。
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総
務
部
長
が
こ
れ
を
拒
否
し
た
た
め
、
右
の
三
名
は
翌
三
〇
日
、
五
月
一
日
よ
り
罷
業
に
入
る
こ
と
を
申
し
合
せ
、
お
の
お
の
理
由
を
付

し
て
一
日
よ
り
欠
勤
す
る
に
至
っ
た
。

　
③
警
察
の
介
入
　
五
月
三
日
、
事
件
発
生
を
知
っ
た
所
轄
尼
崎
署
は
三
名
の
工
員
を
直
ち
に
検
挙
し
、
取
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
さ
き

の
よ
う
な
事
情
が
判
明
し
、
「
思
想
的
容
疑
」
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
「
職
揚
秩
序
ヲ
素
シ
作
業
上
多
大
ノ
支
障
ヲ
惹
起
セ
シ
メ

タ
ル
ヲ
以
テ
」
、
工
員
に
対
し
て
は
「
厳
重
戒
鉛
シ
職
揚
復
帰
ノ
上
生
産
二
精
進
ス
ベ
キ
ヲ
誓
約
セ
シ
メ
タ
」
。
ま
た
会
社
側
に
対
し
て
は

「
放
漫
ナ
ル
請
負
賃
金
制
度
ヲ
再
検
討
セ
シ
メ
労
務
管
理
上
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
セ
シ
ム
ベ
ク
警
告
ヲ
発
シ
」
、
五
月
四
日
争
議
は
解
決
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
㈲
愛
知
精
鍛
株
式
会
社
争
議

　
①
　
工
揚
の
概
況
　
資
本
金
七
五
万
円
、
事
業
種
類
・
航
空
部
品
製
造
、
男
子
二
八
人
、
女
子
六
二
人
、
一
九
四
三
年
一
月
二
四
日
産

報
結
成
。

　
②
背
景
・
原
因
・
経
過
　
本
工
揚
は
一
九
四
四
年
一
月
繊
維
工
揚
よ
り
転
換
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
全
従
業
員
を
技
術
習
得

の
た
め
、
親
工
揚
で
あ
る
愛
知
航
空
機
に
派
遣
し
五
月
か
ら
操
業
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
女
子
工
員
の
あ
い
だ
に
は
、
男
子
と
な
ん
ら
技

術
の
優
劣
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
た
ち
を
差
別
・
軽
視
し
て
い
る
と
い
う
不
満
を
抱
く
者
が
存
在
し
て
い
た
。
八
月
一
七
日
、

プ
レ
ス
部
の
女
子
工
員
二
名
は
使
用
機
械
に
故
障
が
生
じ
た
た
め
、
責
任
者
高
田
栄
蔵
、
伍
長
阿
部
光
太
郎
に
修
理
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ

が
、
機
械
操
作
に
不
熱
心
で
あ
る
と
逆
に
い
た
く
叱
責
を
受
け
た
。
こ
れ
に
憤
慨
し
た
両
名
は
退
職
す
る
こ
と
を
決
意
、
終
業
後
寄
宿
舎

に
お
い
て
同
僚
に
た
い
し
そ
の
決
意
を
洩
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
同
情
し
た
女
子
工
員
六
名
も
行
動
を
共
に
し
、
相
携
え
て
無
断
で
退
社
、

帰
郷
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
③
警
察
の
介
入
　
事
態
を
察
知
し
た
所
轄
署
は
、
翌
一
八
日
、
原
因
究
明
に
乗
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
「
男
女
工
員
感
情
ノ
対
立
ヲ
特
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

現
揚
幹
部
ノ
指
導
性
欠
除
二
基
因
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
何
等
思
想
的
背
後
関
係
介
在
セ
ザ
ル
」
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
管
理
人
、
責
任
者
、
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伍
長
、
女
子
工
員
代
蓑
を
招
致
し
て
説
諭
、
争
議
を
解
決
せ
し
め
た
。

　
以
上
四
つ
の
争
議
の
概
要
を
み
た
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
当
該
期
の
労
働
争
議
の
特
徴
的
な
一
断
面
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
は
、
争
議
e
⑬
国
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
争
議
の
発
生
し
た
企
業
は
労
務
管
理
組
織
が
確
立
し
て
い
な
い
団
体
請
負
作
業
に
依

拠
し
た
中
小
企
業
で
、
戦
争
末
期
の
経
営
危
機
に
よ
っ
て
職
揚
秩
序
が
著
し
く
動
揺
・
混
乱
し
て
い
る
企
業
で
あ
っ
た
。
争
議
は
し
た
が

っ
て
、
争
議
e
⑭
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
請
負
単
価
の
引
上
げ
を
め
ぐ
る
組
長
主
導
型
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
二
は
、
労
務
管
理
組
織
が
一
応
確
立
し
て
い
る
企
業
に
お
い
て
は
争
議
㈲
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
職
員
の
労
働
者
に
た
い
す
る
差
別

的
取
扱
い
が
争
議
発
生
の
引
き
金
と
な
っ
て
い
る
。
重
工
業
分
野
へ
の
女
子
の
進
出
が
同
一
労
働
に
た
い
す
る
男
女
平
等
の
意
識
の
形
成

を
促
し
、
そ
れ
が
男
子
職
員
の
差
別
的
言
動
へ
の
反
擬
と
な
っ
て
表
出
し
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
三
は
、
争
議
の
形
態
は
、
同
盟
退
職
、
転
職
、
欠
勤
な
ど
孤
立
分
散
的
、
消
極
的
な
も
の
で
あ
り
、
争
議
の
意
義
を
自
覚
し
た
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

織
性
、
計
画
性
を
そ
こ
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
争
議
参
加
者
の
意
識
の
底
に
あ
る
の
は
、
身
分
的
上
昇
よ
り
も
賃
金
の
多
寡
を
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

題
に
す
る
実
利
的
・
功
利
的
賃
金
感
覚
（
争
議
国
）
か
、
徹
底
し
た
工
職
平
等
・
男
女
平
等
の
意
識
（
争
議
㈲
）
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
四
は
、
争
議
は
い
ず
れ
も
警
察
の
介
入
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
る
が
、
そ
の
解
決
形
態
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
前
半

の
警
察
官
の
争
議
調
停
活
動
の
よ
う
に
、
資
本
の
専
制
的
な
労
働
支
配
に
も
と
き
に
は
一
定
の
制
肘
を
加
え
る
よ
う
な
「
中
立
的
」
な
も

の
で
は
な
く
、
労
働
者
の
要
求
に
た
い
し
て
お
お
む
ね
抑
圧
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
思
想
的
容
疑
」
が
認
め
ら
れ
な
い
ば
あ
い
、
争

議
参
加
者
に
た
い
し
て
は
警
察
は
「
説
諭
」
「
戒
告
」
で
の
ぞ
ん
で
お
り
、
法
的
処
分
に
ま
で
及
ん
で
い
な
い
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
最
後
に
、
何
よ
り
も
注
目
す
べ
き
点
は
、
産
業
報
国
会
が
有
名
無
実
化
し
、
争
議
発
生
前
後
に
労
働
者
の
要
求
や
不
満
を
解
決
し
処
理

す
る
能
力
を
ま
っ
た
く
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
争
議
の
顕
在
化
は
、
産
業
報
国
会
の
形
骸
化
、
機
能
喪
失
を
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端
的
に
示
す
事
件
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
－
）
労
働
省
『
労
働
行
政
史
』
第
一
巻
、
一
九
六
一
年
、
第
三
編
第
二
部
第
二
章
第
一
節
、
第
三
節
参
照
。

（
2
）
　
一
九
四
一
年
度
、
四
二
年
度
、
四
三
年
度
（
四
～
九
月
）
の
勤
労
報
国
隊
出
動
数
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一
万
九
七
〇
〇
人
、
三
九
一
万
三
〇
〇
〇
人
、

　
五
〇
八
万
九
二
〇
〇
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
学
生
・
生
徒
に
よ
る
勤
労
報
国
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
七
万
二
〇
〇
〇
人
（
六
〇
・
二
％
）
、
一
六
八
万

　
六
九
〇
〇
人
（
四
三
二
％
）
、
二
七
三
万
七
一
〇
〇
人
（
五
三
・
八
％
）
で
あ
っ
た
（
『
厚
生
次
官
在
勤
記
録
八
　
重
要
参
考
資
料
』
自
昭
和
一
六

　
年
一
一
月
至
昭
和
一
九
年
四
月
）
。

（
3
）
前
掲
『
労
働
行
政
史
』
第
一
巻
、
一
一
一
二
頁
。

（
4
）
女
子
の
勤
労
動
員
政
策
の
多
く
は
「
家
庭
ノ
根
軸
タ
ル
者
」
を
動
員
の
対
象
外
と
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
女
子
の
圧
倒
的
多
数
は
未
婚
の
若

　
年
女
子
で
あ
っ
た
。
事
実
一
九
四
三
年
四
月
現
在
の
重
要
事
業
場
の
女
子
の
内
、
二
〇
歳
未
満
の
比
率
は
低
い
と
こ
ろ
で
四
八
％
、
高
い
と
こ
ろ
で

　
は
八
O
％
に
お
よ
ん
で
い
る
（
前
掲
『
厚
生
次
官
在
勤
記
録
八
　
重
要
参
考
資
料
』
）

（
5
）
　
日
本
経
済
聯
盟
会
『
学
徒
戦
時
動
員
体
制
に
関
す
る
官
民
懇
談
会
』
一
九
四
三
年
九
月
、
三
八
－
三
九
頁
。

（
6
）
　
日
本
製
鋼
所
室
蘭
製
作
所
の
ば
あ
い
、
一
九
四
三
年
一
－
五
月
の
欠
勤
延
人
員
の
内
訳
は
病
気
欠
勤
五
四
・
一
％
、
事
故
欠
勤
一
マ
七
％
、
無

　
届
欠
勤
四
三
・
二
％
で
あ
っ
た
（
室
蘭
製
作
所
『
勤
労
行
政
査
察
資
料
』
昭
和
一
九
年
八
月
八
日
）
。

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
n
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

大
日
本
産
業
報
国
会
理
事
長
柏
原
兵
太
郎
「
産
業
報
国
運
動
ノ
新
方
針
（
要
領
）
」
一
九
四
四
年
一
〇
月
一
六
日
（
『
資
料
』
五
〇
一
頁
）
。

前
掲
『
労
働
行
政
史
』
第
一
巻
、
一
〇
二
二
頁
。

『
資
料
』
四
三
七
頁
。

『
第
八
十
三
帝
国
議
会
厚
生
大
臣
答
弁
資
料
』
昭
和
一
八
年
一
〇
月
（
労
働
省
所
蔵
）
。

大
日
本
産
業
報
国
会
「
昭
和
一
八
年
度
中
央
本
部
活
動
概
要
」
一
九
四
四
年
二
月
（
『
資
料
』
四
五
四
頁
）
。

広
島
製
作
所
『
勤
労
行
政
査
察
二
関
ス
ル
調
査
事
項
』
昭
和
一
九
年
七
月
。

『
厚
生
省
顧
問
嘱
託
参
考
資
料
』
昭
和
一
九
年
八
－
一
二
月
（
労
働
省
所
蔵
）
。

一
九
四
一
年
二
月
、
全
国
産
業
団
体
聯
合
会
傘
下
の
各
地
方
聯
の
労
務
管
理
専
門
委
員
会
を
大
日
本
産
業
報
国
会
へ
解
消
・
統
合
す
る
二
と
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が
決
定
さ
れ
、
こ
れ
を
基
礎
に
翌
四
二
年
二
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
、
福
岡
、
札
幌
、
仙
台
の
六
地
方
に
地
方
勤
労
協
議
会

　
が
設
立
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
地
方
勤
労
協
議
会
の
中
央
機
関
と
し
て
、
一
九
四
三
年
四
月
に
中
央
勤
労
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。

（
1
5
）
　
大
日
本
産
業
報
国
会
中
央
勤
労
協
議
会
『
勤
労
行
政
・
産
報
組
織
ノ
機
能
強
化
二
関
ス
ル
参
考
資
料
』
昭
和
一
八
年
九
月
（
国
立
公
文
書
館
所

　
蔵
）
、
一
四
頁
。

（
1
6
）
　
同
上
、
四
〇
頁
。

（
1
7
）
　
同
上
、
四
一
頁
。

（
1
8
）
　
こ
こ
で
言
う
「
反
対
派
」
と
は
実
際
に
反
対
活
動
を
行
な
う
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
集
団
で
は
な
く
、
共
通
の
見
解
を
有
し
大
日
本
産
業
報
国

　
内
で
反
対
意
見
を
開
陳
し
た
人
ぴ
と
を
さ
す
。

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
餌
）

前
掲
『
勤
労
行
政
・
産
報
組
織
ノ
機
能
強
化
二
関
ス
ル
参
考
資
料
』
四
五
－
四
六
頁
。

関
東
地
方
勤
労
協
議
会
第
八
委
員
会
「
第
八
委
員
会
（
産
報
強
化
）
第
二
回
会
合
摘
要
」
一
九
四
四
年
七
月
六
日
（
『
資
料
』
四
八
九
頁
）
。

警
視
庁
勤
労
部
『
勤
労
行
政
概
況
』
昭
和
一
九
年
七
月
（
『
日
本
労
働
運
動
史
料
』
第
九
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
、
四
〇
三
頁
）
。

『
第
八
十
四
回
帝
国
議
会
二
於
ヶ
ル
厚
生
大
臣
答
弁
資
料
』
（
労
働
省
所
蔵
）
。

『
新
居
前
知
事
二
二
好
知
事
事
務
引
継
演
説
書
』
昭
和
二
〇
年
六
月
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
）
。

兵
庫
県
知
事
成
田
一
郎
「
中
小
工
揚
二
於
ヶ
ル
賃
上
要
求
ヲ
続
ル
労
働
争
議
発
生
（
解
決
）
二
関
ス
ル
件
」
昭
和
一
九
年
六
月
一
日
（
『
労
働

　
争
議
二
関
ス
ル
例
規
』
労
働
省
所
蔵
）
。

（
2
5
）
　
同
上
。

（
2
6
）
　
同
上
。

（
2
7
）
　
愛
知
県
「
労
働
争
議
未
然
防
止
調
（
八
月
分
）
」
昭
和
一
九
年
九
月
一
〇
日
報
（
大
原
社
会
問
題
研
究
所
所
蔵
）
。

（
2
8
）
　
警
察
当
局
に
よ
っ
て
共
産
主
義
者
と
見
な
さ
れ
た
者
が
指
導
・
関
与
し
た
争
議
が
こ
の
時
期
に
皆
無
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
（
『
特
高
月
報
』

　
一
九
四
三
年
一
月
分
、
六
月
分
、
九
月
分
参
照
。
）
し
か
し
こ
の
種
の
争
議
は
、
全
体
か
ら
み
れ
ば
き
わ
め
て
例
外
的
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
差
し
支

　
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
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W
　
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
労
働
支
配
－
結
ぴ
に
代
え
て
ー

　
以
上
、
産
業
報
国
会
の
史
的
展
開
過
程
と
そ
の
矛
盾
の
存
在
形
態
を
検
討
し
た
が
、
最
後
に
以
上
の
考
察
を
簡
単
に
総
括
し
、
比
較
フ

ァ
シ
ズ
ム
論
的
考
察
を
く
わ
え
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
す
で
に
の
ぺ
た
よ
う
に
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
労
資
関
係
の
特
徴
は
階
級
的
存
在
を
反
動
的
に
「
止
揚
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
資
関
係

を
擬
似
共
同
体
的
に
編
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
さ
に
こ
の
点
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
擬
似
革
命
的
性
格
が
存
在
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
一

君
万
民
の
家
族
国
家
観
に
支
え
ら
れ
た
「
有
機
的
倫
理
的
協
同
体
」
と
し
て
の
労
資
一
体
の
思
想
と
、
自
由
放
任
主
義
．
階
級
闘
争
主
義

を
否
認
し
産
業
を
と
お
し
て
皇
運
の
扶
翼
を
は
か
る
産
業
報
国
思
想
の
、
こ
の
両
者
を
イ
デ
オ
・
ギ
ー
的
に
内
蔵
し
た
産
業
報
国
運
動
は
、

こ
の
点
で
ま
さ
し
く
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
で
あ
っ
た
。
産
業
報
国
会
の
中
核
的
組
織
で
あ
る
労
資
懇
談
会
は
、
労
資
関
係
の
擬
似
共
同
体
的

編
成
を
実
体
化
す
る
機
構
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
。
成
立
期
（
一
九
三
八
－
四
〇
年
）
の
産
業
報
国
会
は
以
上
の
よ
う
な
理
念
と
実
体

を
有
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
を
有
効
に
統
合
し
え
ず
（
労
働
移
動
・
欠
勤
率
の
上
昇
な
ど
）
、
一
九
四
一
年
以
降
、
産
業

報
国
会
は
部
隊
組
織
的
に
再
編
成
さ
れ
る
。
そ
れ
は
理
念
的
に
は
、
一
君
万
民
的
な
労
資
一
体
の
思
想
か
ら
権
威
主
義
的
旺
身
分
階
統
的

秩
序
の
観
念
を
取
り
入
れ
た
労
資
一
体
思
想
へ
の
微
妙
な
変
容
を
含
ん
で
い
た
。
労
資
一
体
”
労
資
関
係
の
擬
似
共
同
体
化
に
体
現
さ
れ

た
擬
似
革
命
の
要
素
と
、
「
権
威
主
義
的
反
動
」
の
位
階
制
的
要
素
の
合
一
・
合
体
が
す
す
み
、
後
者
の
主
導
の
も
と
で
前
者
が
再
編
成

さ
れ
た
と
い
う
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
産
業
報
国
会
の
こ
う
し
た
権
威
主
義
的
”
身
分
階
統
的
再
編
成
は
、
労
働
者
の
自
発
性
を
抑

圧
し
、
労
資
関
係
調
整
の
機
能
を
決
定
的
に
後
退
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
労
働
者
の
不
満
と
不
信
と
抵
抗
は
拡
大
し
、
四
三

年
以
降
は
ダ
イ
リ
ュ
ー
シ
日
ン
が
す
す
む
な
か
で
労
働
争
議
が
増
加
す
る
。
四
三
年
以
降
、
産
業
報
国
会
は
国
民
勤
労
動
員
と
物
資
配
給
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　　　　　　　　　　　表13実質賃金の動向

　　　　　　　日本ドイツ2》イタリア31イギリス4）アメリカ51
鰍19鱗＿36年一100・）1935一、。。、935一、。。、935一、。。1935－1。。、935一、。。

1930　　105，9　　107　　106　　101　　93　　95
　31　　109。1　　　111　　107　　104　　99　　94
　32　　105．9　　　107　　101　　101　　99　　85
　33　　　　　104・9　　　　　　　　106　　　　　　　100　　　　　　　104　　　　　　101　　　　　　　88

　34　　　　　102．9　　　　　　　　104　　　　　　　100　　　　　　　105　　　　　　100　　　　　　　94

　35　　98。7　　　100　　100　　100　　100　　100
　36　　97．6　　　99　　101　　　93　　100　　107
　37　　99．0　　　100　　102　　　88　　98　　114
　38　　　　　　105。0　　　　　　　　106　　　　　　　105　　　　　　　　86　　　　　　　100　　　　　　　108

　39　　93，4　　　95　　108　　　99　　99　　117
　40　　　　　　8L9　　　　　　　　83　　　　　　107　　　　　　　96　　　　　　　98　　　　　　123

　41　　　　　　79，1　　　　　　　　80　　　　　　　109　　　　　　　　89　　　　　　　97　　　　　　137

　42　　65，9　　　67　　108　　　86　　104　　153
　43　　65，8　　　67　　108　　　63　　109　　170
　44　　60，0　　　61　　105　　　24　　113　　179
　45　　41．2　　　42　　－　　　23　　116　　168
資料＝1）　中村隆英『戦前期日本経済成長の分析』（岩波書店，1971年）p．258．

　　2）　G・Bry・昭αg83伽σ8γ7παπ写1871－1945，NBER，1960，p．462，pp．423－428

　　3）4）Mitche11．B。R，E鎚70pθ飢出3‘oγ乞鰯S亡α∫‘3ごご08，1750－1975，Macmillan　Press

　　　（中村宏監訳『マクミラン世界歴史統計1』日一・ッパ篇，原書房）

　　5）　U・S・Depaτtmen七〇f　Commerce，E臨oγゴoα君S臨梶ε師080ゾ‘為θU短ごβ4ε臨‘θ3，
　　　σo♂oπごα‘　T‘皿83　‘0　1957．

の
組
織
に
変
質
し
、
た
ん
な
る
戦
時
勤
労
組
織
と

し
て
、
そ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
内
実
を
喪
失
し
て
い

く
の
で
あ
る
。

　
産
業
報
国
会
の
推
転
を
規
定
し
た
の
は
、
こ
の

よ
う
に
、
労
働
者
の
ア
ブ
セ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
労
働

争
議
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
産
業
報
国
会
に
よ

　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

る
労
働
の
利
益
の
媒
介
機
能
が
著
し
く
稀
薄
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
。
換
言
す
れ
ば
、
日
本
フ
ァ
シ

ズ
ム
に
よ
る
労
働
支
配
胴
労
働
者
の
統
合
機
能
に

は
明
白
な
限
界
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
点
は
、

ド
イ
ツ
．
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
比
較
す
れ

ば
い
っ
そ
う
鮮
明
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
実
質
賃
金
の
国
際
比
較
を
み
る
こ
と

に
し
よ
う
（
表
1
3
）
。
第
二
次
大
戦
期
に
お
け
る

イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
実
質
賃
金
の
増
加
傾
向

に
た
い
し
、
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
・
日
本
の
フ
ァ

シ
ズ
ム
三
国
の
動
向
は
か
な
ら
ず
し
も
一
様
で
は

な
い
。
ド
イ
ッ
の
実
質
賃
金
は
ナ
チ
ス
の
政
権
掌
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握
以
降
安
定
的
に
推
移
し
、
第
二
次
大
戦
期
に
は
漸
増
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
の
イ
タ
リ
ア
も
実
質
賃
金
は
ほ
ぼ
安
定
的
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
推
移
し
、
そ
の
後
第
二
次
大
戦
期
に
か
け
て
減
少
し
停
滞
す
る
と
い
う
趨
勢
を
示
す
が
、
そ
の
減
少
率
は
小
幅
で
あ
り
、
実
質
賃
金
が
　
－

大
幅
に
低
下
す
る
の
は
休
戦
の
四
三
年
以
降
の
こ
と
に
属
す
る
。
こ
う
し
た
ド
イ
ッ
や
イ
タ
リ
ア
と
く
ら
べ
れ
ば
、
第
二
次
大
戦
期
の
日

本
の
実
質
賃
金
の
低
下
は
す
こ
ぶ
る
著
し
く
際
立
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ナ
チ
ス
の
ド
イ
ッ
労
働
戦
線
が
行
き
と
ど
い
た
福
利
厚
生
施
設

を
実
現
し
た
こ
と
や
・
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
各
種
の
社
会
保
険
制
度
を
体
系
的
に
整
備
・
拡
充
し
た
こ
と
（
一
九
三
三
年
全
国
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）
　
　
　
　
ア
ピ
ー
ズ
メ
ソ
ト
ポ
リ
シ
ー

会
保
障
公
庫
設
立
）
な
ど
も
考
慮
す
れ
ば
、
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
大
衆
収
奪
性
の
つ
よ
さ
と
、
階
級
宥
和
政
策
の
貧
困
さ
を
窺
い
知
る
．
｝

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
日
独
伊
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
三
国
は
労
資
関
係
の
擬
似
共
同
体
的
編
成
を
と
お
し
て
ひ
と
し
く
「
画
一
性
の
支
配
」

を
志
向
し
つ
つ
も
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
が
経
済
的
加
「
合
意
に
よ
る
支
配
」
の
契
機
を
そ
の
う
ち
に
内
蔵
し
て
い
た
の
に
た
い
し
、
日

本
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
お
け
る
そ
の
契
機
は
著
し
く
稀
薄
で
あ
っ
た
。
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
大
象
収
奪
性
の
つ
よ
さ
と
、
階
級
宥
和
政
策
の
貧

困
さ
、
総
じ
て
労
働
者
に
た
い
す
る
経
済
的
な
「
合
意
に
よ
る
支
配
」
の
契
機
の
よ
わ
さ
の
な
か
蕉
、
労
資
関
係
の
構
造
的
な
不
安
定
要

因
が
胚
胎
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
煎
じ
つ
め
れ
ば
そ
れ
は
、
労
働
者
階
級
に
支
配
の
社
会
的
基
盤
を
置
か
な
か
っ
た
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

農
村
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
性
格
に
由
来
す
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
と
日
本
の
労
働
支
配
の
差
異
を
生
み
出
し
た
歴
史
具
体
的
な
要

因
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
つ
ぎ
の
三
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
一
つ
は
、
民
主
々
義
と
労
働
運
動
の
伝
統
の
差
異
で
あ
る
。
ワ
イ
マ
ル
民
主
々
義
の
洗
礼
を
受
け
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
お
い
て

は
、
労
働
者
の
統
合
と
支
配
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
ド
イ
ッ
労
働
戦
線
と
い
え
ど
も
擬
似
組
合
的
活
動
を
展
開
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

げ
ん
に
、
こ
う
し
た
活
動
は
完
全
雇
用
に
近
づ
い
た
一
九
三
六
年
以
降
つ
よ
ま
り
、
労
働
条
件
の
改
善
に
労
働
戦
線
は
推
進
的
役
割
を
演

じ
た
の
で
献
罷
。
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
も
、
そ
れ
が
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
影
響
を
つ
よ
く
受
け
、
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ナ
リ
ズ
ム
の
結
合
態
（
ナ
シ
日
ナ
ル
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
）
の
な
か
か
ら
生
成
し
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
労
働
運
動
の
歴
史
的
伝
統



日本ファシズムと労資関係

を
内
蔵
し
て
い
た
。
強
制
的
労
働
協
約
体
制
に
立
脚
し
た
労
資
関
係
の
職
分
団
的
な
編
成
形
態
に
、
そ
の
伝
統
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

っ
て
よ
い
。
こ
う
し
た
強
制
的
労
働
協
約
は
、
た
し
か
に
「
資
本
主
義
統
制
経
済
の
一
手
段
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
の
、
賃
金
に
た
い

し
て
下
方
硬
直
的
に
作
用
し
た
こ
と
は
否
定
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
た
い
し
て
日
本
の
産
業
報
国
会
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
道
府
県

レ
ヴ
ェ
ル
で
は
官
僚
主
導
の
官
財
複
合
組
織
と
し
て
、
企
業
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
生
産
力
増
強
の
た
め
の
精
神
動
員
組
織
と
し
て
生
成
．
展
開

し
、
労
働
の
利
益
の
媒
介
機
能
は
著
し
く
稀
薄
で
あ
っ
た
。

　
第
二
は
、
日
本
の
重
工
業
生
産
力
の
国
際
的
劣
位
で
あ
る
。
先
進
資
本
主
義
諸
国
と
く
ら
べ
て
幼
弱
な
重
工
業
を
擁
し
て
い
た
日
本
は
、

総
力
戦
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、
民
需
・
消
費
財
産
業
の
圧
縮
と
、
そ
の
軍
需
産
業
へ
の
転
換
を
徹
底
的
に
お
し
進
め
た
（
一
九
四
〇

年
一
二
月
企
業
整
備
要
綱
、
四
一
年
二
月
産
業
設
備
営
団
法
、
四
一
年
一
二
月
企
業
許
可
令
、
四
二
年
五
月
企
業
整
備
令
な
ど
）
。
軍
需

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

産
業
へ
の
転
換
に
よ
る
民
需
・
消
費
財
生
産
の
低
下
は
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
「
民
主
々
義
型
」
総
力
戦
体
制
国
家
に
も
共
通
す
る

現
象
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
日
本
は
、
国
際
的
に
み
て
重
工
業
の
生
産
力
水
準
が
低
位
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
右
の
転
換
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
り
、
消
費
財
生
産
の
落
ち
込
み
も
大
き
く
、
か
つ
継
続
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
消
費
財
生
産
の
急
落
は
物
資
統
制

の
下
で
闇
市
揚
を
形
成
せ
し
め
、
闇
物
価
の
高
騰
に
よ
る
実
質
賃
金
の
大
幅
な
低
下
を
招
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
お
よ
そ
以
上
の
べ
た
よ
う
な
二
つ
の
事
情
に
よ
っ
て
、
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
労
働
支
配
口
労
働
者
の
強
制
的
同
質
化
は
、
そ
の

内
的
脆
弱
性
を
露
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
と
は
異
な
り
、
天
皇
制
の
権
力
と
イ
デ

オ
・
ギ
ー
を
介
し
て
「
信
念
上
の
抵
抗
」
（
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
）
の
完
全
な
抑
圧
に
成
功
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ぱ
、
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
よ
る

強
制
的
同
質
化
は
外
的
に
は
き
わ
め
て
強
靱
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
外
的
強
靱
性
と
内
的
脆
弱
性
の
な
か
に
、

強
制
的
同
質
化
の
日
本
的
特
質
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
労
働
者
の
抵
抗
が
自
然
発
生
的
、
非
組
織
的
な
経
済
的

反
抗
に
と
ど
ま
り
、
「
信
念
上
の
抵
抗
」
と
の
流
動
的
な
相
互
移
動
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
、
民
衆
の
闘
争
形
態
の
内
奥
の
秘
密
も
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理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
冒
頭
で
の
べ
た
大
河
内
一
男
の
問
題
意
識
に
戻
れ
ば
、
戦
後
の
企
業
別
組
合
に
連
続
す
る
の
は
産
業
報
国
会
で
は
な
く
、
産
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
フ
レ

下
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
と
っ
た
労
働
者
の
経
済
的
反
抗
で
あ
り
、
そ
の
経
済
的
反
抗
の
企
業
内
的
構
造
の
な
か
に
、
戦
後
、
労
働
者

の
闘
争
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
企
業
別
組
合
の
回
路
に
キ
ャ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
く
素
因
が
す
で
に
胚
胎
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
－
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
崎
広
明
「
日
本
戦
争
経
済
の
崩
壊
と
そ
の
特
質
」
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
戦
時
日
本
経
済
』
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
七
九
年
）
参
照
。

（
2
）

年
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

　
照
。

（
6
）

（
7
）

戸
原
四
郎
「
ナ
チ
ス
の
労
働
政
策
」
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
ナ
チ
ス
経
済
と
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九

一
七
一
頁
。

フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
会
編
『
戦
士
の
革
命
・
生
産
者
の
国
家
』
太
陽
出
版
、
一
九
八
五
年
、
第
三
章
参
照
。

具
島
兼
三
郎
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
独
裁
と
労
働
統
制
』
政
経
書
院
、
一
九
三
四
年
、
一
六
八
頁
。

こ
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
木
坂
順
一
郎
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
国
家
論
」
（
『
体
系
・
日
本
現
代
史
』
第
三
巻
、
日
本
評
論
社
、
一
九
七
九
年
）
参

　
　
　
日
ぎ
ヨ
器
男
●
≠
工
奨
①
β
閏
ミ
馬
遷
。
、
b
ミ
塾
§
惨
『
鳶
旨
醤
§
鴇
キ
魯
融
建
織
ミ
ミ
ミ
蔓
ミ
『
§
し
S
o
o
｝
2
。
ミ
K
o
『
ぎ
℃
翫
・

　
　
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
孫
田
良
平
「
戦
時
労
働
論
へ
の
疑
問
」
（
『
日
本
労
働
協
会
雑
誌
』
七
六
号
、
一
九
六
五
年
七
月
）
二
二
－
二
三
頁
の
考

　
察
も
参
照
さ
れ
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
五
年
九
月
一
五
日
成
稿
）

　
〔
付
記
〕

　
本
稿
は
一
九
八
五
年
五
月
二
四
日
に
開
か
れ
た
労
働
・
社
会
運
動
史
研
究
者
全
国
交
流
集
会
に
お
け
る
報
告
を
加
筆
・
補
正
し
た
も
の
で
あ
り
、

『
資
本
主
義
と
日
本
の
近
代
』
（
永
原
慶
二
・
中
村
政
則
編
、
東
京
大
学
出
版
会
）
に
収
録
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
同
書
の
出

版
が
い
ち
じ
る
し
く
遅
延
し
て
い
る
た
め
、
本
誌
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
発
表
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
各
位
に
お
礼
を
申
し
上
げ

た
い
。
な
お
本
稿
脱
稿
後
、
佐
口
和
郎
「
産
業
報
国
会
の
理
念
と
組
織
ω
ω
」
（
東
京
大
学
『
経
済
学
論
集
』
第
五
二
巻
第
一
号
、
第
二
号
、
一
九
八
六
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

年
）
が
発
表
さ
れ
た
。
同
論
文
は
従
来
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
産
業
報
国
会
の
理
念
史
的
検
討
を
試
み
た
本
格
的
な
実
証
研
究
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

と
く
に
、
本
稿
と
の
か
か
わ
り
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
興
味
あ
る
論
点
を
提
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
機
能
喪
失
期
」
に
お
け
る
産
報
の
組
織
と

ヤ
　
　
ヤ

理
念
を
峻
別
し
、
組
織
が
形
骸
化
し
て
い
く
な
か
で
も
、
「
労
働
者
は
”
勤
労
を
通
じ
て
国
家
に
奉
仕
し
、
そ
れ
を
根
拠
に
”
人
格
承
認
を
実
現
さ
れ

る
」
と
い
う
産
報
（
再
編
産
報
）
の
理
念
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
存
続
し
、
そ
れ
故
に
乙
の
理
念
は
、
「
戦
後
危
機
」
下
の
日
本
労
働
運
動
の
構
造

（
労
働
組
合
の
「
国
家
」
に
よ
る
承
認
の
さ
れ
方
、
あ
る
い
は
社
会
レ
ペ
ル
で
の
受
容
の
さ
れ
方
）
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
論
点
が
そ

れ
で
あ
る
。
同
論
文
は
、
明
記
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
大
河
内
連
続
説
を
理
念
史
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
復
権
・
再
興
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
と
い
っ
て
よ

い
。
し
か
し
私
見
に
よ
れ
ば
、
佐
口
氏
の
こ
の
理
念
連
続
説
を
支
え
る
根
拠
、
す
な
わ
ち
「
機
能
喪
失
期
」
に
お
い
て
も
産
報
（
再
編
産
報
）
の
理
念

は
夢
数
ひ
労
勒
者
に
よ
っ
て
肯
定
的
に
受
容
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
認
定
（
の
四
三
、
四
六
頁
）
は
、
十
分
実
証
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

理
念
史
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も
連
続
説
に
は
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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